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は じ め に

本研究論文の募集は、教職員の自主的な研究を奨励し、効果的な実践や先進的な

取組を研究論文としてまとめることを通して研修意欲や専門性を高めるなど、教職

員個々の資質の向上を図ることを目的として、昭和４６年度から実施しております。

平成２３年度は東日本大震災及び原発事故により募集を行いませんでしたが、平成

２４年度から募集を再開し、本年度で４７回を数えます。この長い歴史の中で、数

多くの教職員がその時代を反映した様々な教育課題に真正面から向き合い、その研

究成果を発表してこられました。

今年度は、研究論文の「形式」、「提出方法」に関して改善・変更を加えました。

特に「形式」に関しましては、資料編を縮小することとし、必要な資料は基本的に

論文の中に効果的に入れ込む形としました。そのような中、教科指導、学習指導、

特別支援教育、学校保健、学校事務など、様々な教科・領域にわたる論文が３６点

寄せられました。これは、東日本大震災以降では最も多かった平成２５年度に並ぶ

応募点数であり、新形式にしたことにより、今後益々応募数が増えるものと期待し

ております。

さて、福島県教育委員会では、平成２９年３月に「頑張る学校応援プラン」を策

定し、児童生徒の学力や教員の指導力の向上等に取り組んでおります。このような

中、各学校や教職員の皆様が、学校や学級、教科等の課題を的確に捉え、指導内容

・方法の質的改善を図り、実践研究に取り組まれていることを、大変ありがたく、

そして心強く思います。

この特選論文集に収められた論文は、３６点の応募の中から、厳正な審査を経て

特選に選ばれたものであり、各学校が抱える課題の解決に向けて、具体的な示唆を

与えてくれるものでもあります。各学校等におかれましては、研究成果を参考にし、

本県の復興・再生を担う人材育成のために研究をさらに深められ、本県学校教育の

充実・改善に大いに役立てていただければと思います。

最後になりますが、応募されました皆様の御努力に心から敬意を表しますととも

に、今後、皆様の実践研究の成果を広めていくことにより、本県教職員の研修意欲

や専門性の向上が一層図られ、本県児童生徒の健やかな成長と学校の発展につなが

っていくことを心から期待いたします。

平成３１年２月

福島県教育庁参事兼義務教育課長 佐 藤 秀 美
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【特選】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

領域等

個
人
団
体

学校名　・　グループ名 研　究　主　題

学習指導
（総合的な学習
の時間）

個人 川俣町立福田小学校 樽井
たるい

　奈緒子
な お こ ふるさとの人を生かした総合的な学習の時間における探究的な学び

～「川俣町キッズＰＲ大作戦」の取り組みから～

特別支援教育 グループ福島県立聴覚支援学校研究グループ 石垣
いしがき

　太郎
た ろ う 聴覚障がい児教育における視覚情報を有効に活用した教育実践

～音声情報をリアルタイムに文字情報で提示した言葉の学びの授業実践～

学校事務 個人 南相馬市立鹿島小学校 酒井
さかい

　香
かお

理
り

「子どもと向き合う時間」を創出する学校運営事務をめざして
～学校事務職員の専門性とスキルを生かし「組織改廃力」を高める多職種間連
携をとおして～

【入選】
　

領域等

個
人
団
体

学校名　・　グループ名 研　究　主　題

学習指導
（音楽科）

個人 福島市立吉井田小学校 守谷
もりや

　千晶
ちあき 音楽と紡ぎ合う児童の育成

～他者と協働する音楽学習を通して～

学習指導
（理科）

団体 田村市立滝根小学校 安瀬
あんぜ

　一正
かずまさ 自ら自然にはたらきかけ、ともに学び続ける理科学習

―問題解決の力を育てる学びの連続する単元構成の工夫―

学校保健 個人 福島県立湖南高等学校 佐藤
さ と う

　ふみ
よりよい人生を歩むための人間関係の構築を目指して
～自己理解を深め豊かなコミュニケーションがとれる生徒を育てる取組み～

学校保健 個人 中島村立滑津小学校 黒羽
く ろば

　　葵
あおい

子ども一人一人の健康の維持・向上に向けて
～体組成計による身体測定の意義と養護教諭が行う保健指導への視点から考え
ること～

学習指導
（ＥＳＤ）

団体 只見町立朝日小学校 小林　義弘
こばやし　よしひろ つながりの中で只見愛を育みながら、学び続ける子どもの育成を目指して

～児童の主体的な学びを支えるために「みとり」の力を磨いて～

学習指導
（総合的な学習
の時間）

個人 南相馬市立原町第三小学校 遠藤
えんどう

　寛之
ひろゆき 児童の思いを「核」とした総合的な学習の時間の研究

－主体的・協働的な学びと深い学びを実現するための実践を通して－

学習指導
（体育科）

個人 南相馬市立鳩原小学校 小柳
こやなぎ

　　竣
しゅん 子どもの運動意欲を引き出す体育授業の実践

～２年間を見通した計画に基づく、運動の楽しさ・喜びを感じる実践を通して～

学習指導
（理科）

個人 いわき市立鹿島小学校 菅野
かんの

　智弥
と も や 自然の不思議さに気づき、科学的な見方や考え方を働かせ、思考力、判断力、

表現力等を高め合える子どもの育成

【奨励賞】

領域等

個
人
団
体

学校名　・　グループ名 研　究　主　題

学習指導
（総合的な学習
の時間）

団体 浅川町立里白石小学校 古川
ふるかわ

　久枝
ひさえ

地域を愛し、自ら考え主体的に学び合う児童の育成
～地域を学ぶ総合的な学習の時間における探究的な学習とカリキュラム・マネジ
メントを通して～

学習指導
（国語科・算数

科）
団体 塙町立塙小学校 西牧

にしまき

　武美
たけみ 自分の考えをもち、ともにかかわり合い、高め合う児童の育成

～「授業スタンダード」を活用した授業実践を通して～

学習指導
（算数科）

団体 喜多方市立塩川小学校 佐藤
さ と う

　寅
とら

記
き 活用力を育み高める算数科の授業の創造

～対話的な学びを通して～

職　名　・　氏　名

　平成３０年度  福島県教職員研究論文入賞者一覧

職　名　・　氏　名

職　名　・　氏　名

（代表）

教諭

主査

教諭

校長

教諭

教諭

教諭

校長

養護教諭

校長

教諭

養護教諭

校長

校長

（代表）

（代表）

（代表）

（代表）

（代表）
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研究主題

ふるさとの人を生かした

総合的な学習の時間における探究的な学び

～「川俣町キッズＰＲ大作戦」の取り組みから～

川俣町立福田小学校 教諭 樽井 奈緒子

Ⅰ 研究主題設定の理由

福田小学校は，自然豊かな環境に恵まれ，

のどかな田園地帯が広がっている。さらに，

地域の人の多くが学校に協力的で，地域全体

で子どもを見守っていこうという連帯感が強

い地域である。平成２９年度６年生は８名，

５年生７名とあわせて計１５名の複式学級で

あり，２学年合わせて総合的な学習の時間を

行うことになった。

６年生８名は，５年生時に，「福田のいい

ところ増やし隊」というテーマで，ふるさと

地域の名所や歴史を調べた。活動を通して子

どもたちは，福田地区にいる地域ボランティ

アの方々と関わる中で，ボランティアの方の，

「ふるさとのよさを伝えたい」という気持ち

に共感し，ふるさと福田のよさを自分たちの

力で伝えることはできないだろうかと考える

ようになった。そして，福田地区にある神社

や寺について調査を重ね，フィールドワーク

形式の「コードＦＤ福田」を企画した。

しかし，課題として「探究的な学習」を１

つの課題でしか行うことができず，課題を継

続・発展・深化させることができなかった。

さらには，自分たちの取組を外部に広く発信

するということに対しては不十分であり，子

どもたちは十分な満足感を得られなかった。

そこで，６年生に進級した平成２９年度の

総合的な学習の時間では，探究的な学習にお

いて子どもたちが，課題に対して継続・発展

できるように，「ふるさと」の人々と出会い，

さまざまな体験を通し，まずは自分たちがや

りたいこと，自分たちでできそうなことを思

い切りやらせてみたいと考えた。

Ⅱ 研究仮説

総合的な学習の時間において，地域素材

に繰り返し関わりながら，「探究的な学習」

の４つの段階（①課題設定②情報収集③整

理・分析④まとめ・表現）を繰り返し行う

ことで，ふるさとに対して愛着をもち，主

体的に学ぼうとする子どもの育成を図るこ

とができるであろう。

※「探究的な学習の４つの段階」とは

①【課題の設定】体験活動などを通して，課

題を設定し課題意識をもつ

②【情報の収集】必要な情報を取り出したり

収集したりする

③【整理・分析】収集した情報を，整理した

り分析したりして思考する

④【まとめ・表現】気付きや発見，自分の考

えなどをまとめ，判断し，表現する

総合的な学習の時間における「探究的な学

習」とは，上記の４つの段階を軸とした問題

解決的な活動が発展的に繰り返される一連の

学習活動のことととらえる。

Ⅲ 研究内容・方法（主題に迫るための視点）

＜視点１＞「探究的な学習」の４つの段階

を繰り返す単元構想

＜視点２＞ ふるさとの人との積極的な関

わり

＜視点３＞ 思考ツールの活用

Ⅳ 実践の概要

１．単元名：川俣町キッズＰＲ大作戦

２．単元目標
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地域全体に範囲を広げて行う活動を通し

て，地域のよさ，地域のために関わっている

人々の努力や思いに気付き，自らも進んで地

域のために関わろうとする態度や郷土を愛す

る心を養う。

３．単元の特性

平成２８年度は，福田地区に限定し取組を

行ってきたが，平成２９年度は川俣町全体に

活動を広げていった。さらに，川俣町の特産

物を手がかりに，震災復興に携わる人々との

関わりを通して探究ができると考えた。

４．単元の構成

探究的な学習Ⅰ（１５時間）

川俣町はどれくらい知られているか

探究的な学習Ⅱ（１５時間）

川俣町の特産物について調べよう

探究的な学習Ⅲ（１０時間）

アンスリウムを深く知ろう

探究的な学習Ⅳ（１０時間）

アンスリウムを自分たちの力でＰＲしよう

５．探究の概要

＜視点１＞探究的な学習を繰り返す単元構想

（１）探究的な学習Ⅰ

①＜探究の概要＞

②＜課題設定＞

今年度，総合的な学習の時間で何をしたい

＜課題設定＞

○ 川俣町はどれくらい知られているのか

＜情報収集＞

○ 福島駅でインタビューしてみよう

＜整理・分析＞

○ 調査してきたことをグラフに表したり

グラフからわかったことを思考ツールを

使って話し合ったりしよう

＜まとめ・表現＞

○ さらに調べたいことを話し合おう

か考えさせたところ「地域のために役に立つ

活動をしたい」「地域の人，さらには川俣町

の人を喜ばせたい」という意見が出た。これ

は，昨年度５年時に「福田のいいところ見つ

け隊」で，地域の様々な人と温かな関わりが

あり，今度は自分たちが，地域の人のために

何かできないかという思いが高まっているか

らではないかと考えた。また，ある子どもが，

福島市に住んでいる友達から「川俣町ってど

こにあるの？」と聞かれ，ショックを受けた

という話が出た。その話から同様な経験があ

る子どもが何人か出てきた。

自分たちは，川俣のよさについて知ってい

るが他の地域の人たちは，川俣という地名す

ら知らないのではないかという疑問が出さ

れ，川俣町はどのくらい知られているか調べ

てみようという課題が生まれた。

話合いの際には，話し合ったことが可視化

できるようにウェビングマップを活用した。

また，写真１のように，最終的に目指す姿は

何かや，自分たちの活動の目的を常に振り返

ることができるよう活動の意図を明確にして

おいた。

写真１ 自分たちの思い

③＜情報収集＞

川俣町の認知度について福島駅東口と西口

に分かれインタビュー活動を行った。

写真２のように，ペアでインタビューを行

い，１３３名のデータを収集した。
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写真２ インタビューの様子

インタビューを始めたばかりの時は，どう

声をかけたらよいかわからず戸惑う姿も見ら

れたが，回数を重ねるうちに役割を分担した

り，できるだけ広い年齢層にインタビューし

たりするなど考えて行動する姿が見られた。

④＜整理・分析＞

集めた情報をどうやって整理したらよいか

話し合ったところ，円グラフを使ったらよい

のではということになった。写真３の示す通

り，年代別や居住地別の川俣町の認知度や，

年代別に知っている特産物，さらには川俣町

に対するプラスとマイナスのイメージについ

て仲間分けし，全員で協力して作成した。

写真３ まとめた円グラフ

整理・分析では，写真３の円グラフから読

み取れたことをまずは個人でカードに書き出

し，その後で全体で仲間分けをしたり，タイ

トルをつけたりしてまとめるＫ・Ｊ法を活用

した。

⑤＜まとめ・表現＞

Ｋ・Ｊ法でわかったことをまとめ，さらに

調べてみたいことについて話し合わせたとこ

ろ，特産物として「豆腐」が出されているこ

とや，「アンスリウム」という花が新たな特

産物になっていることがわかった。これらの

二つの特産物についてもっと調べたいという

ことになった。

⑥＜次の探究的な学習に向けて＞

全体で話し合って方向性を決める場面が多

く，発言力のある児童の考えが採用されるこ

とが多かった。自分の考えをしっかりともた

せ，探究的な学習Ⅱにつなげたい。

（２）探究的な学習Ⅱ

①＜探究の概要＞

②＜課題設定＞

豆腐チームとアンスリウムチームに分か

れ，グループごとに課題を決めた。

今後の活動の見通しがもてるように，探究

の４つの段階を知らせ，探究的な学習Ⅰの取

り組みを写真で教室に掲示した。グループで

質問したいことを考えさせていく中で，「イ

ンタビューしてくる場所は違っても，共通し

て質問することは決めておいたほうがいい」

という意見が出され，全員が納得した。そこ

で，「もの作りにあたって工夫していること

やこだわりは何か」「もの作りに対する生産

者の方々の思い」については２グループ共通

で聞いてくることとした。

③＜情報収集＞

豆腐グループは川俣町飯坂の「扇田食品」

を，アンスリウムグループは川俣町小島地区

＜課題設定＞

○ 川俣町の特産物「豆腐」「アンスリウ

ム」について調べてみよう

＜情報収集＞

○ グループに分かれて「豆腐」「アンス

リウムについて調査しよう

＜整理・分析＞

○ 調査してきたことをわかりやすくポス

ターにまとめよう

＜まとめ・表現＞

○ 調べてわかったことを発表し合おう
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の「髙橋工業」をそれぞれ訪問し，インタビ

ューを行った。

④＜整理・分析＞

グループごとにインタビューしてきて分か

ったことから，これだけは伝えたいという情

報を話し合い，絞り込ませた。

⑤＜表現・まとめ＞

絞り込んだ情報をどんな方法でまとめ，相

手チームに伝えるかを考えさせた。写真４の

通り豆腐チームは，ポスターとクイズ形式で

発表した。アンスリウムチームは，クイズ形

式で発表した。アンスリウムチームは生産者

の思いをインタビューで十分に聞き出すこと

ができず発表も不十分だった。

写真４ グループの発表の様子

発表会終了後「生産者の思いをもっと知り

たい」「アンスリウムの花のことをもっと知

りたい」という意見が出された。今後は，全

員でアンスリウムについてもっと調べてみよ

うということになった。また，今回のＰＲ大

作戦として，アンスリウムを広くＰＲできな

いだろうかという課題が出てきた。

⑥＜次の探究のサイクルに向けて＞

「もの作りにあたっての工夫やこだわり」

や「生産者の思い」を大事にし，両グループ

で共通の質問にして，情報収集・まとめを行

った。しかし，初めて会う大人の方に質問す

る経験がほとんどなかった子どもがアンスリ

ウムチームには多く，うまくインタビューす

ることができなかった。人と関わることの難

しさを経験した。何度も関わることが大切で

あることがわかった。

（３）探究的な学習Ⅲ

①＜探究の概要＞

②＜課題設定＞

アンスリウムを自分たちの力でＰＲできる

かという課題を設定し，計画を立てた。

探究のサイクルも３巡目となり，子どもた

ちは課題を解決するためには，どんな手順を

踏んだらよいか，探究の４つの段階に沿って

計画を立てることができるようになってき

た。課題を解決するためにはアンスリウムに

ついてもっと情報を集める必要性に気付いた

子どもたちは，再度髙橋工業に電話で聞いた

ところ，近畿大学の林 孝洋教授を紹介して

いただけた。また，ＰＲの方法として「アン

スリウムのゆるキャラを作りたい」という意

見も出てきた。

③＜情報収集＞

近畿大学の林教授には，子どもたちからの

質問に答えてもらった。その後に，子どもた

ちから「アンスリウムのゆるキャラを作って

ＰＲをする」という提案をした。林教授は子

＜課題設定＞

○ アンスリウムを自分たちの力でＰＲで

きるだろうか

＜情報収集＞

○ もっとアンスリウムについて調べよう

・林先生にインタビューしよう

・髙橋工業さんにインタビューしよう

・町長にインタビューしよう

＜整理・分析＞

○ 様々な人にインタビューしてきてわか

ったことを整理・分析しよう

○ アンスリウムに対する自分たちの思い

を整理・分析しよう

○ ゆるキャラの条件について整理・分析

しよう

＜まとめ・表現＞

○ 決めた条件をもとに，みんなでゆるキ

ャラを考えよう
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どもたちの提案を快諾してくださり，ゆるキ

ャラ作りが決定した。また，ゆるキャラを作

るにあたり「アンスリウムに関わっている人

たちの思いを生かしたらよいのではないか」

という意見が出された。そこで，髙橋工業，

川俣町長からも話を聞いた。

④＜整理・分析＞

近畿大学の林教授，生産者の髙橋工業，川

俣町長の３人から聞いてきて得た情報をグル

ープごとに分かれて，写真５のようにＫ・Ｊ

法を使って整理していった。

写真５ Ｋ・Ｊ法でまとめた資料

ゆるキャラを作成するにあたって，「自分

たちのアンスリウムに対する思いも取り入れ

たい」という意見が出された。そこで，一人

一人がアンスリウムに対する思いを出し合

い，全体で話し合いながら，整理・分析を行

った。「平和」「大切な花」「川俣の花」「感

謝」「夢の花」「思いのつまった花」といっ

た言葉が出てきた。アンスリウムが子どもた

ちにとって特別な存在になっていることがわ

かり，課題を自分事としてとらえはじめてい

ることがわかった。

次に，アンスリウムのゆるキャラの条件と

して本当に必要なことは何かについてグルー

プでピラミッドチャートを使って話し合い，

次時では，各グループごとに最上部に上がっ

てきた条件を発表し，全体で話し合った。

⑤＜まとめ・表現＞

決まったゆるキャラの条件は，「苞葉は赤」

「苞葉は白」「ハートの形」「平和」だった。

まずは一人一人がゆるキャラを描き，それ

を全員でより条件に近いイメージのものに絞

り込んでみようということになった。

話合いの結果，写真６のように３つのゆる

キャラが候補として決定した。この３つの候

補を近畿大学に送り，ゆるキャラを作ってい

ただくことになった。

写真６ 選ばれた３つのゆるキャラ

⑥＜次の探究のサイクルに向けて＞

「Ｋ・Ｊ法」や，「ピラミッドチャート」

といった思考ツールを使い，考えを焦点化し

たり，可視化したりしながら整理・分析を繰

り返し行うことができた。繰り返し活用する

ことで，主体的に話し合う姿が見られた。

（４）探究的な学習Ⅳ

①＜探究の概要＞

②＜課題設定＞

近畿大学の協力で，自分たちが考えたゆる

キャラが着ぐるみになり，それを使って福島

駅でＰＲができることになった。

しかし，ＰＲ活動をした経験が全くなかっ

た子どもたちは，「何をどのように進めたら

よいか」「だれに聞いたらよいのか」という

＜課題設定＞

○ 福島駅でＰＲを成功させるためにはど

うしたらよいのだろうか

＜情報収集＞

○ ＰＲの方法を調べよう

＜整理・分析＞

○ ＰＲ活動を成功させるために話し合お

う

○ ゆるキャラの第１次案を検討しよう

＜まとめ・表現＞

○ 福島駅でＰＲ活動を成功させよう

- 8 -



 

壁にぶつかった。地域で行われているイベン

トをイメージしたり，福島駅の駅員さんに電

話をかけ，ＰＲを行うにあたっての疑問につ

いて質問してみたりした。

③＜情報収集＞

担任が事前に福島駅に連絡し，今回のＰＲ

の趣旨を説明した。ＰＲの場所については駅

の中のみという条件があったが，ＰＲはでき

ることになった。「ＰＲができる」「場所は

駅の中」「１時間程度」という条件を子ども

たちに伝え，ＰＲの方法を考えた。話し合う

中で疑問が出た時は，駅に電話をして聞いた。

④＜整理・分析＞

どんなＰＲ活動を行うかについては，「ゆ

るキャラを十分に活用したい」「今まで調べ

てわかったアンスリウムの魅力を多くの人に

伝えたい」という意見が出された。

ゆるキャラを十分に活用したいということ

で，「ゆるキャラとじゃんけん大会の時間を

作ればみんな集まってくれる。その時に，ア

ンスリウムの説明もできるのでないか」とい

った意見が出された。さらには，アンスリウ

ムの魅力を伝えることについては「アンスリ

ウムの魅力は口で説明するだけでは残らな

い。パンフレットを作って渡したらよいので

は」という意見が出された。

また，「パンフレット作成」「ゆるキャラ

との楽しいイベントタイムの設定」「ポスタ

ー作成」「お客さん確保のための工夫」の４

つの企画に基づき４グループに分かれ，準備

を行った。さらに，４つのグループの活動を

１時間の中のどこに位置付けるか，各グルー

プの代表の子どもが集まり当日のシフト表も

作成した。今まで自分たちが経験してきたこ

とをつなぎ合わせ，試行錯誤しながら取り組

む姿に成長を感じることができた。

そんな中，近畿大学からゆるキャラの第１

次案が届いた。子どもたちが提案した３つの

ゆるキャラのよさを合体させて作ってくださ

ったもので，名前は「スリンちゃん」になっ

た。改善点について検討してほしいというこ

とで「目をもう少し大きくしてほしい」「ス

リンちゃんの口の色をもう少しピンクに近く

したほうがかわいい」「もう少し笑った感じ

にしてほしい」という改善案もすべて子ども

たちが考えた。多様な意見も出せるようにな

り，全員が納得するまで話し合っていた。

⑤＜まとめ・表現＞

３月８日，福島駅東口でアンスリウムのＰ

Ｒ活動を行った。一人一人が与えられた自分

の役割を十分に果たし，写真７のようにＰＲ

活動を行うことができた。

写真７ ゆるキャラの「スリンちゃん」を

使ってＰＲを行っている様子

活動当日は，取材の新聞社や保護者も来て

くださり，ＰＲ活動を行うことができた。初

めは声も小さく，緊張していたが，ＰＲをし

ていくうちに自信が出てきた子どもが多かっ

た。「アンスリウム」を是非買いたいという

声も多く聞かれ，活動の手応えを感じること

ができ，満足のいくＰＲ活動が行えた。

＜視点２＞

ふるさとの人とのかかわり

福島駅で行った川俣町の認知度インタビュ

ーで「豆腐」が特産物という情報を得た子ど

もたちは，さらに家族への聞き込み調査を行

い，川俣町の飯坂地区にある「扇田食品」の

豆腐であることがわかった。

扇田食品には教師が事前に電話連絡し，訪

（１）扇田食品社長 髙橋 孝さん

（探究的な学習Ⅱ）
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問のねらいを説明した。その後で子どもが電

話をかけ，日時の調整を行った。

川俣町に住んでいたが，扇田食品の豆腐を

食べたことがある子どもは１５名中２名だっ

た。見たことはあるが，普段は高いから買わ

ないということだった。「どうして値段が高

いのか」という疑問や「食べてみたい」とい

う意見が出されたため，訪問する前に試食し

た。実際に食べてみた感想として，「豆腐の

味が濃くておいしい」という意見が出た。さ

らには，「こだわりの逸品」という豆腐のパ

ッケージに注目し，どのようなこだわりがあ

るかを聞いてみたいということになった。

訪問当日は，写真８のように，扇田食品の

髙橋社長に質問をし，豆腐にかける思い，さ

らには新商品の試食やその新商品にかける思

い，震災後風評被害に対して行っている取組

などについての話を聞くことができた。途中，

子どもからの質問の趣旨が伝わらない場面が

あったが，教師が間に入り補足説明を行った。

目と目を合わせながら，話を聞くことで，髙

橋社長の熱い思いを十分に感じ取ることがで

きた。

写真８ 扇田食品 髙橋社長の

話を聞いている様子

近畿大学農学部の教授である林先生は，今

回の震災復興支援で川俣町と提携し，川俣町

でアンスリウム栽培の提案を行ったり，実際

に栽培にも携わったりしている。定期的に川

（２）近畿大学農学部教授 林 孝洋教授

（探究的な学習Ⅲ・Ⅳ）

俣町を訪問しているということで，訪問のタ

イミングに合わせて来校していただいた。

当日は，まず自分たちで調べたり，髙橋工

業のハウス見学をしてわかったことを林教授

に説明し，その後で写真９のようにアンスリ

ウムについての質問に答えていただいた。

その後，「アンスリウムのゆるキャラを作

ってＰＲしたい」という提案を子どもから行

った。この提案に対して，林教授は賛成して

くださり，近畿大学が応援してくれることに

なった。

写真９ 林教授の話を聞いている様子

林教授の話を聞き，町長もアンスリウムに

対して熱い思いをもっているのではないかと

いうことで，アンスリウムに対する思いを質

問することになった。当日は，質問に一つ一

つ答えてもらい，さらには「ミス・グランド

・ジャパン」のオフィシャルフラワーの授賞

式の様子や採用されるまでの経緯，さらにオ

リンピックのオフィシャルフラワーを目指す

思いなどについて熱く話していただいた。

～１回目の訪問～

アンスリウムを川俣町の新たな特産物にす

るために取組を行っていることを知った子ど

もたちは，川俣町の小島地区でアンスリウム

のハウス栽培を行っている髙橋工業社長髙橋

祐吉さんを訪問した。

（４）アンスリウム農家 髙橋 祐吉さん

（探究的な学習Ⅱ･Ⅲ･Ⅳ）※前出「髙橋工業」社長

（３）川俣町 佐藤 金正 町長

（探究的な学習Ⅲ）
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当日は，アンスリウムが栽培されているビ

ニールハウスの見学や，花の特性についての

説明，実際にアンスリウムを出荷するときに

行っている作業体験を行った。

～２度目の訪問～

２度目の訪問では，再度ハウス栽培を見学

させてもらい，さらには，自分たちがゆるキ

ャラを使って福島駅でアンスリウムをＰＲし

たいと思っていることを話した。２度目の訪

問になり，子どもたちは緊張せずに気軽に質

問できるようになった。髙橋祐吉社長は，子

どもたちがアンスリウムについて真剣に調べ

てくれていることを大変喜んでくださり，ア

ンスリウムに対する強い思いを話してくださ

った。そして，ゆるキャラを作ることに対し

て賛成してくださった。「子どもたちが本気

になって考えてくれたことがうれしい」とお

っしゃってくださり，今後も繰り返し関わっ

てくださることになった。また，子どもたち

から「私たちができるお手伝いはないか」と

聞いたところ，アンスリウムの苗を２００株

植える予定があり，そのお手伝いをしてほし

いということになった。

～３度目の訪問～

１１月，近畿大学の林教授やハウスの空調

設備を扱っている方々と関わりながら苗を植

える作業を１時間程度行った。子どもたちは，

アンスリウム栽培で欠かせない「ポリエステ

ル培地」を実際に触り，その軽さや扱いやす

さを実感しながら苗を植えた。

～ＰＲ当日福島駅～

３月，福島駅で行ったアンスリウムのＰＲ

活動に髙橋祐吉社長がきてくださった。「よ

く調べてＰＲできている。ゆるキャラも素晴

らしい」とおっしゃってくださり，ＰＲして

いる１時間ずっと見守ってくださった。

～卒業式前日～

卒業式前日に髙橋祐吉社長が学校に来てく

ださり，６年生８名にアンスリウムの花束を

プレゼントしていただいた。さらに，卒業式

会場にも飾れるようにたくさんのアンスリウ

ムをもってきてくださった。このアンスリウ

ムは，１１月２８日に子どもたちが苗植えの

手伝いをしたものだった。

写真１０ 卒業式前日髙橋さんと一緒に

＜視点３＞ 思考ツールの活用

（１）「ウェビングマップ」の活用

（探究的な学習Ⅰ）

「ウェビングマップ」とは，収集した情報

を再構成し，関係や傾向を見出すために「分

類する」「関連付ける」などの思考力の育成

に有効な思考ツールの一つである。

今年度の総合的な学習の時間でどのような

ことをしたいかという話合いから，写真１１

のように，中心に川俣町といった短い言葉を

書き，その回りに重要キーワードを集約した。

次に，その詳細や関係しそうな言葉を，放射

状につなげていった。最後に，つながりがあ

ると思う言葉同士を線で結び，分類を進めた。

写真１１ 実際のウェビングマップ

本時では，川俣町というキーワードから川

俣のよいところや問題点，認知度の低さが出

され，認知度を調べたいという課題が出され

た。ウェビングマップは話し合ったことが可

視化できるので，今何が話題になっているの

か論題から反れることなく話合いを進めるこ
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とができた。

（２）「Ｋ・Ｊ法」の活用

（探究的な学習Ⅱ・Ⅲ）

「Ｋ・Ｊ法」とは，体験活動で集めた情報

をカードに取り出し，グループや学級でまと

まりごとに分類していくことで，グループや

学級で集めた多様で膨大な情報を焦点化して

整理することができる。また，情報を関連し

てとらえたり，質の高い情報とそうでない情

報を振り分けたりするよさがある。

（ア）円グラフをもとにＫ・Ｊ法を活用して

整理・分析

情報収集したことを円グラフに表し，その

円グラフから分かったことを個人でカードに

書き出した。一枚のカードに一つの事柄を記

述させ，カードの分類は友達との意見を比べ

ながら写真１２のように全体で，協力して行

った。Ｋ・Ｊ法の結果から川俣町を知らない

人が多いこと，若い世代の川俣町の認知度が

低いことや，「シャモ」，「シルク」というキ

ーワードについては，どの年代にもよく知ら

れていることがわかった。

写真１２ Ｋ・Ｊ法で話し合っている様子

（イ）様々な人にインタビューしてわかった

ことをグループで話し合う

学級で集めた多様で膨大な情報を焦点化

し，整理することをねらいとした。グループ

ごとに行わせることで，質の高い情報とそう

でない情報を振り分けることができた。

まとめていく中で，ＰＲのポイントやアン

スリウムの葉や花の特徴，オリンピックへの

思いが項目としてあがった。さらにアンスリ

ウムに関わる人々の思いにも目を向けること

ができた。これらの項目をどのようにゆるキ

ャラの中に取り込んでいけばよいかといった

話合いもなされた。

（ウ）自分のアンスリウムに対しての思いを

書き，全体で話し合う

まずは，アンスリウムに対して自分はどう

思うかをなるべく短い言葉で表現させ，その

理由についても考えさせた。その上で，写真

１３のように全員で整理・分析させた

写真１３ 全体でアンスリウムに対する思い

をＫ・Ｊ法で整理・分析している様子

（３）ピラミッドチャートの活用

（探究的な学習Ⅲ）

考えるための思考ツールとしてピラミッド

チャートを活用した。ピラミッドチャートと

は，ピラミッドの最下段に並べた条件を上層

に向かって絞り込んでいくツールである。多

様で異なる個々の考えをグループや全体の考

えとして高めたり，焦点化したりする上で必

要とされる類型化や比較・関連付けなどの思

考力の発揮が期待できる。

（ア）ピラミッドチャートをグループで活用

ピラミッドチャートを選んだ理由は，ゆる

キャラに生かしたいと考える条件が一人一人

違っていたことや，全体で話し合う前に，グ

ループに分かれて話し合うことで，考えを少

しでも焦点化できるのではないかと考えたか

らである。

（イ）ピラミッドチャートを全体で活用

次時には，グループごとにゆるキャラに生

かしたい条件として最上部まで上がったこと

とその理由を発表し合った。そして，全体で
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写真１４のように，どの条件を上位にするか

話し合った。ピラミッドの左右を「アンスリ

ウムの見た目や特徴」と「人の思い」に分け

て進めていった。話合いの結果，「苞葉は赤」

「苞葉は白」「ハートの形」「平和」が最上

部になった。

写真１４ 全体で話し合っている様子

Ⅴ 研究の成果と課題

１ 研究の成果

（１）視点１について

○ 探究のサイクルを繰り返し行うことで，

次の学習に対して見通しをもつことができ

るようになった。与えられた時間の中でそ

の活動ができるかどうかも自分たちで判断

し，行動できるようになった。

○ 子どもたちの思考の流れに沿った単元を

組んだことにより，子どもが主体的に思考

錯誤しながら学び合う活動が展開された。

（２）視点２について

○ 地域の人と関わり自らが主体的に働きか

けることで，視野を広げ，自分たちの力で

社会を変えることができるという充実感を

味わわせることができた。

（３）視点３について

○ Ｋ・Ｊ法や，ウェビングマップ，ピラミ

ッドチャートの思考ツールを活用したこと

により，話合いを可視化することができた。

そのため，主体的に話し合うことができた。

２ ふるさとに対しての子どもの変容

ＰＲ活動の前日，新聞社の取材で活動へ

の意気込みを聞かれた子どもたちは，「た

くさんの人にアンスリウムや川俣の魅力を

感じてほしい」と答えていた。花だけでな

く川俣のよさもＰＲしたいという思いが高ま

り，ふるさとへの愛着も高まったことがわか

った。今回の学びを通してふるさとの人々の

温かさや町のよさに気付くことができた。

３ 今後の課題

● 授業の終末や単元の終末場面において行

う子どもたちの振り返りを，次の活動に生

かすことができるよう教師のコーディネー

ト力をさらに高めていきたい。

● 人と関わる体験の少なさによって，生活

経験との比較が難しい子どももいた。今後

も体験の中で「人」と関わる場を大切にし

ながら，客観的に情報を捉える力を育てる

大切さを感じた。

Ⅵ おわりに

卒業も間近に近づいた３月のある日，自由

学習ノートに次のような言葉があった。

－総合の学習をやってよかったこと－

私は，総合の時間で前の自分にはできな

かったことができるようになり感謝してい

ます。一つ目は，はずかしがりを克服した

ことです。総合の時間でたくさん発表した

り，知らない人にインタビューしたり，気

付けばはずかしい気持ちはなくなりました。

二つ目は，川俣のためにたくさんこうけ

んできたことです。（中略）川俣のよいと

ころを再発見することができました。こん

なに自分が成長できる授業はないと思いま

す。（中略）私は総合の時間が大好きです。

これからも私は総合の時間に力を入れ，成

長し続けていきたいと思います。総合的な

学習の時間ありがとう。

地域の人とつながり，生き方に触れたり，

思いを知ったりすること。さらには，地域活

性化のために自分たちの力で地域に向けて発

信できたことは大きな成果だった。教師から

与えられたものではなく，自分たちがやりた

いことを本当にやりたいと思い，みんなで話

し合い試行錯誤した１年間だった。
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（１）主題の構想

①課題設定

②情報収集

③整理・分析

④まとめ・表現

①課題設定

②情報収集

③整理・分析

④まとめ・表現

①課題設定

②情報収集

③整理・分析

④まとめ・表現

①課題設定

②情報収集

③整理・分析

④まとめ・表現

めざす子どもの姿

地域全体に範囲を広げて行う活動を通して，地域のよさ，地域のために関わっ

ている人々の努力や思いに気付き，自らも進んで地域のために関わろうとする態

度や郷土を愛する心を養う。

総

合

的

な

学

習

の

時

間

に

お

け

る

探

究

的

な

学

習

地
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の

人

と

の

か

か

わ

り

探
究
的
な
学
習
Ⅰ

探
究
的
な
学
習
Ⅱ

探
究
的
な
学
習
Ⅲ

探
究
的
な
学
習
Ⅳ

資料編
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（２）子ども達が考えたゆるキャラの原案の一部
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（３）新聞記事

＜１０／１１の新聞記事＞ ＜１１／２８の新聞記事＞

＜３／８

の新聞記事＞

＜３／１０の新聞記事＞
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研究主題 

聴覚障がい児教育における視覚情報を有効に活用した教育実践 

～音声情報をリアルタイムに文字情報で提示した 

言葉の学びの授業実践～ 

 

福島県立聴覚支援学校研究グループ  代表 教諭 石垣 太郎 

 

Ⅰ テーマ設定の理由 

 聴覚支援学校に就学している幼児・児童・

生徒（以下「生徒」）の多くは、感音性難

聴である。感音性難聴は、聴神経の障がい

によるものであり、補聴器などから届けら

れる大きな音もゆがんで聞こえてしまう。

また、音源が離れていたり、周囲の雑音が

大きかったりすると、聞き取りたい音声情

報が聞こえなかったり、聞き間違えたりす

ることが多くなる。彼らは、曖昧な聞こえ

を、会話の文脈や背景などをもとに、自ら

知っている単語の中から、最も当てはまる

ものに置き換えて理解しようとすることが

多い。人工内耳や補聴器を装用し、聴覚を

かなり活用している生徒であっても、単音

（一音）の聞き取りを苦手と感じる生徒は

少なくない。彼らは、初めて聞いた単語を

正確に聞き取ることができないため、聞き

流してしまったり、話の前後の内容から文

脈を理解しようとしたりすることが多い。  

このため、難聴児は、健聴児が普段意識

せずに行っている「音声情報による偶発学

習」（絶え間なく聞こえてくる音情報から

無意識的に言葉を習得すること）が難しく、

あえて言葉を学習する場（読書を含む）を

設定しなければ、言語の習得が困難になる。 

現在では、新生児聴覚スクリーニングの

普及による、超早期での難聴の発見及び補

聴療育が可能になったことに加え、補聴器

や人工内耳、デジタル補聴システム等の機

器の向上により、生徒の聴覚活用の状況は

以前に比べ、大幅に向上してきているが、

やはり言語の習得は大きな課題である。 

聴覚に障がいがある生徒にとって、手話、

指文字、文字などの視覚的情報は会話の内

容を自然に理解することができる手段の一

つであり、聴覚からの不完全な情報を視覚

的情報で補うことが不可欠である。  

しかし、手話で表現すると、音声に含ま

れる音韻情報（以下、「音韻情報」）が失

われるため、例えば「犬」という手話単語

の提示だけでは「い・ぬ」という音韻情報

を学ぶことができず、日本語の定着に繋が

らない。そこで教師は内容理解のための手

話に、指文字や板書などを加えて語彙の拡

充に努めている。しかし、それらも教師が

生徒に覚えさせたい言葉を中心に、単語や

文で提示することが多く、その他の箇所で

偶発学習が期待できる内容があっても聞き

逃しが生じることは否定できない状況があ

った。 

 そこで、聴覚支援学校本校及び３分校（平

校、福島校、会津校）は、パソコンやスマ

ートフォン、タブレット等で普及し始めた

音声認識技術を使用し、教師の話をリアル

タイムで文字化して提示することができれ

ば、生徒が情報をより正しく捉えることが

できるだけでなく、初めて聞く言葉の音韻

情報も正しく捉え、偶発学習を成立させる

ことができるようになるのではないかと考

えた。平成２７年度から２９年度までの３

年間、福島県学術教育振興財団の助成を受

け、音声認識ソフト等を使用し音声情報を

リアルタイムに文字情報で提示した言葉の

学びの授業実践に取り組んだ。  
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Ⅱ 方法 

１ 音声認識ソフトについて 

（１）音声認識ソフト「こえみる」 

 今回の研究では、NTT サービスエボリュ

ーション研究所が聴覚支援学校での使用を

想定して開発した音声認識ソフト「こえみ

る」を使用することにした。  

 

（２）「こえみる」の構成  

「こえみる」は、図１のように教師の音

声を拾うマイク、パソコン、音声認識サー

バ、表示用モニターで構成される。教師の

声は、マイクを通じて教師用パソコンから

インターネット回線を使って、音声認識サ

ーバに送られ、文字情報へと変換される。

変換された文字情報は、教師用パソコンに

送られ、モニターに表示される。  

 

図１ 「こえみる」の構成  

（３）誤変換の対処法  

高度な音声認識技術であっても、１０

０％誤変換せずに表示できるまでには至っ

ていない。そこで、誤変換を少なくするこ

とと、誤変換への対処法が必要になる。本

研究では実践にあたり、以下の点に注意し

て取り組むこととした。  

 

ア 誤変換を少なくする工夫 

（ア）マイクの使用方法の工夫 

 雑音のある環境では、指向性のマイクで

も誤変換が頻発した。このような場合、市

販されている「一

人カラオケ用防音

マイク（写真１）」

を使用すると雑音

の影響をあまり受

けずに使用するこ

とができる。    写真１「防音マイク」 

                       

（イ）話し方の工夫 

 自身の発話が正しく認識されるよう、以

下の項目に注意すべきである。 

なお、Ａ～Ｇについては、機器の使用の

有無にかかわらず、聴覚障がいのある生徒

に話しかける際に必要な配慮でもある。 

Ａ 適切な音量で発話する。 

Ｂ できるだけ静かな場所で使用する。 

Ｃ 曖昧な発音をせず、はっきり話す。 

Ｄ 単語を繋げた文単位で発話する。 

Ｅ 一文が長い場合、適切な長さで区切る。 

Ｆ 文法など、正しい日本語の文で話す。 

Ｇ 「先生が話をする際には、画面ではな

く先生を見て、静かに話を聞く。」という

ルールを事前に生徒との間で決める。 

Ｈ 機器の特性を把握する。 

 英語や数式など、一部変換されにくい音

声情報もある。 

「こえみる」に限らず、音声情報を文字

化して提示する機器を使用する場合は、そ

の特性をあらかじめ把握するべきである。 

 

イ 誤変換が起きた際の対応 

変換効率が向上しても、誤変換は必ず生

じると考えるべきである。誤変換への対処

法として、以下の２つを考えた。 

（ア）修正専門の教師を配置する 

誤変換があった場合、他の教師が修正し

てから生徒に提示する方法。生徒には正し

い日本語を提示できる反面、メインの教師

が話してから生徒に文字情報が提示される

までのタイムラグが課題となる。 
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（イ）誤変換を生徒と話し合って修正する 

 誤変換に気付かなかったり、気付いても

修正する事ができなかったりする生徒もい

る。そこで、黒板やホワイトボードにプロ

ジェクターで文字化された画面を投影（写

真２）し、生徒と話し合いながら前後の単

語や文章から正しい言葉へ修正する時間を

設けることにした。 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 黒板に映し出された「こえみる」

の画面 

 

Ⅲ 実践 

１ 「こえみる」を活用した授業実践 

（１）小学部３年生社会科の授業実践 

校外学習で気付いたことなどを文章にま

とめ、話し合う学習を行った。対象児童は、

音声言語に合わせて手話を提示しないと話

の内容を理解することは難しい児童である。 

この授業では、文字化された教師の話を、

もう一人の教師が修正してから児童に提示

するようにした。この方法で課題となるタ

イムラグを、逆に聴覚学習の機会として捉

え、教師が話した文を児童に復唱させたり

確認したりする時間とした。その後、「こえ

みる」を見ながら教師の話を丁寧に確認す

ることにした。また、発話内容の理解には、

手話を使用した。 

教 師－『店内を季節感が出るように、飾

り付けることにより、お客さんが

気持ちよく買い物ができるように

心がけているんだね。』 

教 師－『今、先生の行ったことをもう一

度言ってごらん。』 

児童Ａ－『店内を季節感が出るように…？』 

教 師－『じゃあ、「こえみる」で確認しな

がら読んでみよう。』 

（ 教師の話をモニターに表示 ） 

児童全－『店内を季節感が出る～後略～」 

児童Ａ－『先生、「心がけている」ってなん    

ですか？』 

資料１「偶発学習の成立」 

資料１は、授業の一場面を再現したもの

である。教師の発話を文字情報として提示

することで、児童Ａは知らない言葉（心が

ける）に気付き、質問することができた。  

比較的聴力を活用している生徒であって

も、一音ずつ聞き取ることは難しく、初め

て聞いた言葉（音韻）を聞き取ることは難

しい。そのため、生徒は音声情報から理解

するのではなく、手話を見て教師の発話内

容を理解しようとする。今回の授業で教師

は、「心がけている」を「方法＋何＋いつも

＋考える」という手話で表現した。児童は、

この手話を見て、「お店の人はいつも気持ち

よく買い物をしてもらう方法は何かを考え

ている。」というようにその内容を理解する

はできた。しかし、この方法のみでは「心

がけている」という言い方や、その音韻情

報を学ぶ機会は得られない。 

音韻情報を正しく認識し、その言葉（日

本語）と、その言葉が使われた背景を重ね

合わせることにより、日本語の習得が成立

する。手話による意味内容の理解に偏って

しまうと、日本語での学習機会を逃してし

まうことに繋がりかねない。今回の授業で

は、「心がけている」という音韻情報を文字

情報で提示できたことで、児童が聞き漏ら

した言葉の存在に気付くことができた。 

 

（２）考 察 

音声情報を文字化して生徒に提示するこ

とで得られた成果は、生徒が新しい言葉に

気付いたり学習したりすることができたと
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いう個々の偶発学習の成立だけではない。   

聞こえに障がいがある生徒にとって、「聴

く」ことは、非常に集中力が必要となるう

え、集中してもわからないこともある。教

師の発話内容が、文字情報として提示され

る環境は、彼らがより自然な形で情報を得

ることができる場であるとも考えられる。  

普段使用している「言葉」を学習する際、

生徒が自然に、わかりやすく「言葉」に接

することができる環境を整えたことによっ

て、生徒の言葉に対する興味、意欲、関心

が高まり、生徒が誤変換に気付いて修正し

たり、自分の知らない言葉に気付き、その

意味を考えたり教師に質問したりできたこ

とが、結果として偶発学習につながったの

ではないかと考える。 

このように、音声言語をリアルタイムに

文字情報で提示することは、「生徒」の言

葉に対する意識を高め得ることができるの

ではないかと考えた。 

 

２ 電子黒板やタブレットで音声をリアル

タイムに文字情報で提示する授業実践 

「こえみる」により表示されるのはあく

までも「文字」であり、「言葉を言葉で理解

する力」がある程度必要となる。生徒がよ

り身近で体験的に、「生きた言葉」を学習で

きるには、実際に経験したり体験したりし

て得たイメージや経験、感情（概念）など

をリアルタイムに日本語の表現で示すこと

が必要なのではないかと考えた。そこで、

動画や写真、電子教科書などの視覚教材と

「こえみる」を合わせて使用する実践に取

り組むことにした。 

 

（１） 体育の授業で電子黒板と「こえみる」

を活用した授業 

体育の授業において、シャトルランのや

り方を理解させるために、２０ｍシャトル

ランの動画を児童に見せた。モニター画面

の上３分の１程度を「こえみる」表示用、

モニターの下３分の２程度を動画表示用と

し、一つの画面に２つの情報を映すことに

した（写真３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 動画と「こえみる」を同時に使用

した様子 

動画の中で、シャトルランのやり方を言

語化した方がより効果的だと思われた場面

では動画を一時停止し、「こえみる」を使い

ながら説明した。誤変換があった場合は、

電子黒板の手書き機能を使い、修正した。 

「ゆっくり走ります。」「だんだん速くな

る。」などの表現は、静止画ではそのニュア

ンスを伝えることは難しい。また、「ゆっく

り」「だんだん」の手話を獲得していない児

童に文字情報のみで提示しても、イメージ

と手話が一致しない。手話で伝えることが

できても、日本語の表現（言葉）をその場

で伝えることが難しい現状があった。 

しかし、動画と「こえみる」を同時に使

用することで、言葉とそのニュアンス（概

念）を視覚的に提示することができ、彼ら

が苦手としていた副詞や慣用句をより体験

的に学習することができた。 

また、授業の振り返りの際には、説明の

段階で使用した動画や画像を使い、再度言

葉を確認することができた。 

さらに、感想を述べる活動では、「汗だく

になりました」を取り上げて文字化した。

このような表現は、手話表現と音韻が一致

せず（手話では「汗だく」を「汗、汗、汗+

嫌悪感の表情」と表現）、日本語の学習経験
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が積み上がりにくい。そのため、手話と「こ

えみる」を同時に使用することで、手話と

日本語のズレを認識し、正確な日本語を獲

得する一助になる可能性を確認できた。 

 

（２）校外学習でタブレットの手書き機能

と合わせて使用した例 

聴覚障がい者にとって、スピーカ等の機

械から流れる音声情報を捉えることは難し

いといわれている。実際、補聴器等を装用

した時の聴力が２０～３０ｄＢ（ささやき

声が聞こえる程度の聴力）の児童でも、ア

ナウンスには気づいていたが、きちんと聞

き取ることができず、その内容を気にはし

ていなかった。そこで、校外学習で電車を

利用した際、教師がアナウンスをほぼその

ままの形で「こえみる」でタブレットに表

示した。（写真４） 

誤認識した箇所は、手書き機能を使い修

正した。このようなアナウンスは頻繁に流

れるが、「こえみる」で文字化して提示され

たことで、初めて内容がわかったという感

想が聞かれた。 

 

 

 

 

写真 ４ 

「まもなく」は、一見ありふれた表現に

思えるが、テレビや館内放送の他、改まっ

た場所以外で聞くことはあまりない。この

ような言葉は生徒には届きにくく、今回の

事例は、まさに偶発学習が成立したと考え

ることもできた。 

その後、「電車とホームの間が開いており

ますので、ご注意ください」というアナウ

ンスを文字化すると、児童自ら「電車とホ

ームの間」を確認していた。彼らは、電車

とホームの間に隙間があることは、以前か

ら認識していたはずである。校外学習とい

う雰囲気が手伝ったのかもしれないが、わ

からなかった言葉がわかった喜びが彼らを

そうさせたのではないかと思われる。 

 

（３）考 察 

学校生活を通して、我々教師は生徒が

様々な言葉に触れ、言葉を学習し、言葉を

獲得することができるよう支援している。

しかし、生活で使われる全ての言葉を取り

上げて丁寧に指導することは現実的には困

難である。したがって、生徒自身が新たな

言葉を発見し、獲得し続ける力（意欲、態

度、方策）を育てることが必要となる。 

今回、電子黒板やタブレットを用いた実

践の成果は、生徒が経験することができた

個々の事例だけでなく、生徒が普段気付か

なかった言葉に気付くことができる環境を

作ったことで、言葉に興味を持ち、学習す

ることができたことである。「こえみる」や

タブレットにより、すべての音声情報を文

字化することは不可能である。しかし、生

徒が自然に確認することができる方法で、

リアルタイムに情報を得るという経験を通

して、彼らが聞き漏らしていた音声情報の

存在を知り、それらを理解する経験を積み

重ねることを通して、身の回りの情報や言

葉に対する興味や、それらを知ろうとする

意欲を高められるのではないかと考える。 

 

３ タブレット（iPad）を用いた実践 

 これまでは、文字化した情報を教師が生

徒に提示してきたため、生徒は「聞く」側

になっていた。しかし、言葉の習得には、

自分から発信し、その発信を受けた教師や

保護者から発せられる正しい表現や、関連

付けされたり、より整理されたりした表現

を学習するという側面もある。 

そこで、生徒の発信と、言葉による相互

交渉をより促すことができる環境づくりを

検討した。その結果、生徒一人一人が画像
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や動画に自分の考えを自由に書き込んだり、

教師や他の生徒と交換したりすることがで

きる、タブレット（iPad）の使用が最も適

しているのではないかと考えた。 

 

（１）本実践で使用したアプリケーション 

① ロイロノート 

写真や動画を含めたプレゼンテーション

を行うことができ、作成したデータを他の

端末と送受信し共有する（トンネル機能）

こともできる。 

 

② グッドノート 

テキストデータのメモを取ったり、文書

に手書きで書き込んだり写真を貼り付けた

りすることができる。 

 

（２）グッドノートを使用した授業実践 

（小学部５年生理科「大地のつくり」） 

 iPad のアプリ、グッドノートに教科書の

写真を取り込んで、児童がその写真に直接

気付いたことなどを書き込むことができる

ようにした。本単元で扱う「地層」では、

これまで、もしかしたら「土」という言葉

で一括りにしてきたものを、「砂・れき・泥」

という言葉で分けて表現することも求めら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ５ 

写真５は、児童が実際に書き込んだ写真

である。児童Ａ、児童Ｂともに異なった場

所に注目し、気づいたことや考えたことな

どを書き込むことができた。 

 写真６は、児 

童Ａの写真を一 

部拡大したもの 

だが「小石」と     

生徒が書き込ん 

だ箇所に教師が 

直接「れき」と 

いう語句を書き 

込み、矢印で結    写真 ６ 

んだ。こうすることで、教師が何を「れき」

と言ったのか児童に正しく伝えることがで

きた。 

また、児童Ａが「骨みたい」と書き込ん

でいるが、具体的に何をさしているのか、

教師も正しく把握することができた。 

このように、動画や写真に書きこむこと

により、児童と教師が互いに「何を見て、

どのような語句で表現しているのか」を、

行き違いなくやり取りすることができた。

また、他の生徒の気付きや、その表現の仕

方も、はっきりと把握することができた。 

 

（３）グッドノートを使用した授業実践             

（小学部体育「マット運動」） 

 グッドノート 

を使用し、体の 

動きとその説明 

を同時に確認し 

た（写真７）。 

本時の活動内 

容や目標を児童 

に提示する際、 

「体のどの部位    写真 ７ 

を、どのように動かすのか」を視覚的に提

示することができただけでなく「あごを引

く」のような、その動作の言語表現も同時

に提示することができた。 

 活動の振り返りでは、グッドノートを使

用して、自分の体の動きを自分自身で確認

して評価を書き込んだり、友だちに書き込
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んでもらったりするなど、お互いに評価し

あうことができた。 

お互いが一つの画面を共有し、しかもそ

の画面に直接文字が書き込まれていること

で、「何に注目し、どう考え、それをどのよ

うな日本語で表現したのか。」を行き違いな

くやり取りすることができた。 

 

（４）ロイロノートを使用した授業実践             

（小学部自立活動 「場所に関わる助詞「に」

「で」「を」を使って文を書こう」） 

健聴児は日常生活をとおして、助詞のル

ールを自然と身に付けることができる。し

かし、助詞は日常会話の中での提示時間が

短く、しかも省略される場合もあるため、

主に聴覚を活用してコミュニケーションを

とっている児童でも、助詞の誤用が見られ

る場合がある。 

 今回の授業では、ロイロノートを使用し

て助詞の使用を学習した。写真８のように、 

タブレット上に品詞ごとに色分けしたカー

ドを用意し、児童が並べ替えて文を構成で

きるようにした。文を作ったらトンネル機

能を使い、児童が作成した文を教師に送信

するようにした。そうすることで児童は、

作った文を発表する前に教師に確認しても

らうことができるようになる。 

また、教師は各自のデータをタブレット

で確認し、個別に指導が必要な場合は対応

することができるようにしたり、児童が作 

写真８ 主語：赤、 述語：水色 

     助詞：黄色、名詞：白 

った文を大型モニターに提示して発表し、

お互いに確認したりすることができるよう

にした。 

ゲーム感覚でタブレットを操作できるこ

ともあり、普段書くことを苦手に感じてい

たり、助詞を迷ったりすることのある児童

も意欲的に取り組むことができた。文を作

成する過程で、文脈に合うようなカードを

自ら作ったり（写真９）、カードの位置を入

れ替えたり（写真 10）、語尾を変えて文を

作ったりする様子が見られた。また、他の

児童の目に触れることなく、個別に教師に

添削を依頼できたり、訂正箇所を確認でき

たりするなど、より積極的に学習に取り組

むことができた。さらに、写真 11 のように、

下部に色分けした品詞カードを並べ、上部

に文の作成スペースを作るようにしたり、

教師が提示した例文を基に文を自由に作る

ようにしたりしたことで、児童が色々な文

を作ることができた。  

写真 ９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 １０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１１ 
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写真１１ 

こうしたことから、単に学習に対する意

欲を高めることだけでなく、文章を構成す

る品詞を意識して学習に取り組むことがで

きたのではないかと考えている。また、教

師の添削を受けたり、発表などで他の児童

が作った文を共有したりすることで、語順

や助詞の用法、語尾変換など正しい日本語

に触れたり、他の生徒の考えを共有したり

することができたのではないかと考えてい

る。 

 今回の授業は、タブレットを使用せず、

文字カードなどを用いても行うことができ

る。しかし、カードの準備や黒板、机など

の物理的なスペースの面、また、学習の記

録や、振り返り、繰り返し学習などの面、

さらに学習に対する意欲を高めるという効

果の面でも、タブレットを使用する利点が

あると考える。ただし、書いて記録したり

覚えたりする活動時間が取れないために、

活用場面を計画していく必要があった。 

 

（５）考 察 

 聴覚障がい児教育の言語指導法に「口声

模倣」というものがある。基本的な手続き

としては、生徒が言ったことを受けて、教

師が正しい表現や発音、または拡充した言

い回しを提示し、生徒にそれを言わせると

いったものである。口声模倣は、生徒に発

音させることだけが目的ではなく、ねらい

によっては、書いて行うこともある。つま

り、日常生活の会話を通して、教師が生徒

の意図することをくみ取り、その言い回し

を、リアルタイムに提示する一連の手続き

とも考えられる。 

今回の実践は「口声模倣」をタブレット

を使用して行ったという側面もある。児童

と教師が同じ画面を共有し、画面に文字や

矢印を直接書き込むことができるため、相

手が何に注目しているのかを理解（共同注

意）し、伝えやすい環境を作ることができ

た。また、児童の発信を受けた教師が、更

にコメントを加えるなど、児童と教師、ま

たは生徒間で、双方向のやり取りをリアル

タイムに文字情報で行うことができた。 

 

Ⅳ まとめ 

１ 授業実践について 

健聴児が、普段の何気ないやり取りを通

して、自然と言葉を獲得（偶発学習）して

いくように、聴覚に障がいのある生徒に対

しても、彼らがより自然に得ることのでき

る方法でリアルタイムに情報（日本語）を

提示すれば、偶発学習が成立し、日本語の

習得という課題をより改善することができ

るのではないか、ということが今回の研究

の出発点（仮説）であった。 

 今回の研究では、「こえみる」をはじめ、

電子黒板やタブレットを使用した実践を通

して、生徒は文字化された音声情報に興味

を持ち、その結果として言葉に対する「気

付き」や「思考」という一連の学習や、偶

発学習を成立させることができた。 

研究当初は「こえみる」の誤変換が多く、

興味本位で文字情報を見ていた生徒も、興

味を示さなくなった時期があった。マイク

の調整や話し方の工夫などの試行錯誤を繰

り返した結果、文字情報を効果的に提示で

きると、生徒は興味を示し、意欲的に学習

に取り組むことができた。このことから、

生徒が有効だと感じる方法で、音声情報を

リアルタイムに文字情報で提示することが
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できれば、言葉に対する興味や関心を高め、

より積極的に授業に取り組む態度を引き出

す一助になると同時に、偶発学習を成立さ

せ得ることがわかった 

しかし、教師の話をただ字幕のように提

示すればよいというわけでもないし、そう

した使用方法は現実的でもない。教師は、

生徒の実態や、使用場面、使用する言葉の

選択など、様々なことを留意しなくてはな

らない。例えば、「絶好の機会」などの言葉

は、「いい機会」や「大切な機会」と言い換

えても意味はさほど変わらないし、実際に

手話ではそのように表現することが多い。

しかし、「絶好の機会」という言葉に触れな

ければその言葉を学習することもできない。

それは「こえみる」を使用しても同様であ

る。つまり、我々の言語感覚が求められて

くるということになる。 

音声認識技術という、新しい手法を取り

入れた実践では、当然のことだが、生徒の

実態や、教材の使用場面、更には使用する

言葉の選択など、様々なことに留意して取

り組んできた。このことは、音声認識技術

活用の有無にかかわらず、我々が聞こえに

障がいのある生徒と向き合うときに意識し

ていなければならないことである。 

 「リテラシーと聴覚障害（コレール社）」

という本の巻頭言に「不易と流行」という

言葉が使われている。これは、以前から培

われてきた聴覚障がい児教育のノウハウと、

新しい指導法や技術、いずれも必要である

という趣旨だが、今回の研究にも当てはま

る。「こえみる」やタブレット等は「流行」

にあたる。一方、生徒のイメージに言葉を

重ね合わせることや、生徒と教員が同じも

のを意識する「共同注意」、使用する言葉の

吟味や言葉で言葉を説明できる教師の「言

語感覚」等、古くから聴覚障がい児教育に

携わる教員に求められてきた専門性は、「不

易」の部分であるとともに、「流行」を活用

するためには必要不可欠である。 

 今回の研究を通して、今後生徒が、より

自然な環境で生きた言葉に触れる機会を作

り出していくとともに、改めて今日まで継

承されてきた聴覚障がい児教育の専門性の

大切さを認識することができた。 

 同時に、今後さらに改良、普及が進んで

いくであろう音声認識技術は、将来の教育

現場だけでなく、生徒にとっては、卒業後

のより有効で現実的な情報保障手段となる

だろう。今後、更に実践を積み重ね、その

成果を還元していきたい。 

 

２ 福島県学術教育振興財団の助成期間終

了後の本研究成果の継続について 

 今回の研究は、福島県学術教育振興財団

からの助成金を受けて実施した。電子黒板

やタブレット等の購入の他、「こえみる」や

モバイル Wi-Fiルーター（ポケット Wi-Fi）

の使用料もこの助成金を充当した。 

そこで、助成終了後も継続して本研究の成

果を生かしていくことができる方法につい

ても検討した。 

（１）音声認識技術について 

 以下の方法は、「こえみる」と全く同じで

はないが、無料で使用することができる音

声認識のアプリケーションであり、認識精

度もかなり高い。 

① google drive のドキュメント 

 インターネット環境（ＦＣＳも可）があ

れば、パソコンに市販のマイクを接続し、

無料で使用することができる。 

 グーグルトップ画面から、「ドライブ」（写

真１２）を選択し、次に画面左上の「新規」

（写真１３）から、「Google のドキュメン

ト」を選択する（写真１４）。ドキュメント

が開いたら、ツールのタブから「音声入力」

（写真１５）をクリックする。この時点で

マイクがパソコンに認識されていれば、す

ぐに使用することができる。 
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写真１２ 「ドライブ」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

写真１３ 「新規」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

写真１４ 「ドライブ」をクリックする 

 

 

 

 

 

 

写真１５ ツール→音声入力を選択する 

 

② UD トーク(写真１６) 

 パソコンやスマートフォンで使用するこ

とができるアプリケーション。無料で使用

できるが、法人契約により、更に変換効率

を上げることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真１６ スマートフォンで UD トーク 

      を使用した際の画面 

 

（２）タブレットの使用に必要な無線環境

について 

FCS 回線を使用して利用することができ

る。教室や職員室にある有線ケーブルを無

線 LAN ルーターに接続し、複数のタブレッ

トで同時に使用することができる。ただし、

無線 LAN とタブレットの同期などの処理が

必要になる。 

 

（３）グッドノートやロイロノートを複数

のタブレット端末（iPad）で情報を共

有して使用する場合 

 使用する iPad を同一の AppleID で立ち

上げることで、ロイロノートやグッドノー

トなどのアプリを共有して使用することが

可能になる。 

 

（４）終わりに 

 今回の研究では「こえみる」を使用し、

様々な成果を上げることができた。しかし、

音声情報をリアルタイムに文字情報で提示

する際、生徒の実態や、使用場面、言葉の

選択など、様々なことを留意しなければな

らない。今後は、アプリなど使用する環境

は変わるが、これまで培ってきたノウハウ

を生かし、生徒にとってより学習しやすい

環境を作ることができるよう、努めていき

たい。 
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Ⅰ 主題設定の理由   

１「次世代の学校」の推進 

平成 28 年１月に「『次世代の学校・地域』

創生プラン」が策定された。国，教育委員会

及び学校は，同プランに基づき，これからの

時代を支える創造力を育む教育へ転換し，複

雑化・困難化する課題に対応できる「次世代

の学校｣の構築を推進していかなければなら

ない。 
「次世代の学校」の実現には，従来の固定

化された献身的教員像を前提とした学校の組

織体制から，教職員体制の整備充実を図り，

事務職員や専門スタッフ等が学校運営や教育

活動に参画していく「チーム学校」への転換

が必要であるとしている。そして，学校現場

における業務の適正化に向けて，講ずべき重

要な改善方策として，次の４点が示された。 
1  教員の担うべき業務に専念できる環境

を整備する 
2  部活動の負担を大胆に軽減する 
3  長時間労働という働き方を改善する 
4  国・教育委員会の支援体制を強化する 
福島県教育委員会でも，これらの改善方策

を踏まえた「頑張る学校応援プラン」を策定

し，｢教職員の資質向上｣と｢学校の組織運営改

革｣を主要施策とした取組により推進を行っ

ている。 
２「チーム学校」における事務職員 

事務職員は「チーム学校」の一員として，

学校でほぼ唯一，学校運営事務に関する専門

性を有している職員である。その専門性等を

生かし，学校経営面から校長を補佐する役割

が期待され，事務職員の職務規定等の見直し

がされてきた。平成 29 年４月の学校教育法

の一部改正により，事務職員の職務は「事務

をとる」から「事務をつかさどる」となり，

学校運営に関わる職であることが明確化され

た。この法改正により，事務職員は「学校組

織の一員として多職種と連携を図り学校運営

に主体的に関わることのできる職」となった。 
３ 学校の組織力向上と「組織改廃力」 

組織力向上をとらえる視点について，福島

県教育センターの研究報告『〇 学校の組織力

向上に取り組むための５つのポイント』によ

れば，｢①７つの視点のうち，『学校経営力』

が高く，『組織改廃力』が低い。」「④『組織改

廃力』に含まれる『職務・事務処理の工夫』

が最も低い。」との調査結果がある。このこと

から，組織力向上における弱みである「組織

改廃力」の項目にある「職務・事務処理の工

夫」の改善を行うことで，弱みを強みに変え

ることができれば組織力向上につながるので

はないかと考えた。 
４ 本研究の主題とサブテーマ 

学校においても「次世代の学校」の構築の

推進が必要である。学校現場における業務の

適正化に向けた取組は，教員の資質向上にも

必要なことであり，「子どもと向き合う時間」

を創出し，「労働時間に対する業務量と処理

量」を効率化する必要がある。しかし，「次

世代の学校」の構築の推進に向け，“事務職員

はどのような学校運営事務をつかさどること

ができるのか”という先行研究や先行実践が

乏しい。そこで「労働時間に対する業務量と

研究主題 

「子どもと向き合う時間」を創出する学校運営事務をめざして 
～学校事務職員の専門性とスキルを生かし 

「組織改廃力」を高める多職種間連携をとおして～ 
              南相馬市立鹿島小学校 主査 酒井香理   
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処理量」をキーワードに，事務職員の専門性

とスキルを「組織改廃力」に生かした多職種

との連携による業務改善の方法から学校運

営事務のあり方を考えるため，本主題とサブ

テーマを設定した。 
Ⅱ 研究方法・内容 

１ 本校の実態 

本校の学校規模は，各学年２～３学級と特

別支援学級３学級の計 17 学級である。東日

本大震災後の児童数は約 100名の増加となり，

学級数も増えた。また震災後は，これまで以

上に「学力向上」「心と身体」「食に関する教

育」の充実のための指導業務も増え，時間の

確保が必要となっている。このような中でも

校務処理の方法は震災以前のままである。 
そこで，教員の事務負担を軽減し，「子ども

と向き合う時間」の創出のために「職務・事

務処理の工夫」が必要で，かつ，最優先すべ

き業務として次の二つに着目した。 
(１) 「学校徴収金」に係る会計事務 

学級担任は一人２～３の会計を管理してお

り，集金や出入金と支払，準公金の管理事務

を行っている。指導業務をしながら，また学

期末に集中する会計事務は評価時期と重複す

ることで多忙となっている。業者等への支払

いは，放課後に行うことが多く，長時間労働

の一要因ともなっている。 
(２) 受給校における「給食事務」 

給食センターからの受給校である本校は，

栄養士や給食調理員の配置がないため，養護

教諭と事務職員が担当している。「給食事務」

は「給食費関係」を事務職員，「衛生管理関係」

を養護教諭により分担している。毎日の給食

の「検収業務」の他、月末になると「給食事

務」の帳簿作成に時間が割かれ，本務の業務

に充てる時間の確保が困難になっている。 
２ 研究にあたって 

本研究は，「次世代の学校」の構築に必要な

「子どもと向き合う時間」の創出のための学

校運営事務のあり方を模索し実践した。単に，

教員の事務負担を軽減するために事務職員

が業務をどのように請け負うかという研究

ではない。このことを整理してから，研究を

進めることにする。 
学校には，様々な事務業務が存在する。栁

澤靖明（2016）は，｢教員がおこなっている

事務を事務職員がおこなえば，教員が子ども

に向かう時間が増えるという理論があるが，

教員にしかできない事務があるし，教員がお

こなうほうが適切な事務もある。逆も然り

だ。｣として，押しつけあいのような理論で

はなく協働的理論で進めることを説いてい

る。これは，「学校事務には教員と事務職員

とに明確に分けることが困難な領域がある。

領域だけでなく，ある一つの業務に対しても

お互い『分担することが困難』な部分をもっ

ている。『押しつけあいのような理論』は，こ

の部分を押しつけあっている」と解釈できる。 
 栁澤氏の「協働的理

論」（図１）は分業す

ることで効率のよい

事務分担を行い，それ

らの業務の課題を協

働により解決してい

こうという理論であ

る。ここでの協働の目

的は，「業務を完了さ

せる」ことにあるため，

分担が困難な領域の

業務（▲●）はそのま

ま取り残されるか，押

しつけあいになると

考える。なぜなら，こ

の「協働的理論」には，

解決方法が示されて

いないからである。そ

こで，本研究では「組

織連携型理論」（図２）

を提案する。この理論

は，多職種間連携によ 
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り，分担が困難な領域の業務を明確にするこ

と〔図１での（▲●）を（△〇）とすること〕

で分担を可能にし，連携のツールにより連携

者間の互恵関係を構築し，「一連の業務を連

携者同士で協同し合い，業務の効率化」を図

るものである。したがって，この「協同」と

いう工程を組み入れることで，協働の目的を，

「業務を完了させること」ではなく，「子供

の教育の質を保証すること」につなげられる

のである。つまり，「組織連携型理論」は，

「子供の教育の質を保証すること」を目的と

した協働による組織連携であり，また，栁澤

氏の「協働的理論」では解決できない領域の

課題を解決に導くための理論である。この理

論のもと，学校運営事務のあり方を研究する。 
３ 研究の仮説 

 「労働時間に対する業務量と処理量」が「子

どもと向き合う時間」を創出するためのキー

ワードである。多忙化の要因は「１ 本校の実

態」から，“業務が重なること（以下、並行処

理）”及び，それを起因とする“本務に専念で

きない状態の時間が作られること”である。 
 そこで，並行処理を少なくするために，全

体の業務量を削減し業務の処理を分散化さ

せることで解決できるのではないかと考えた。 
〈仮説〉 

業務の見直しの中で，事務職員の専門性で

ある法令等に基づく業務内容の精選，及びス

キルによる事務処理の手法やデータ処理ファ

イルの導入を学校組織として検討し，多職種

との分業と連携による協同の学校運営事務を

行うことができれば，「子どもと向き合う時間」

の創出ができ，「次世代の学校」の構築を推進

することができるだろう。 
 

４ 研究の方法と計画 

 学校事務の業務は，年度単位で行われる。

つまり，業務の変更は，いつからでも始めら

れるというものでなく年度当初でなければな

らない。本研究実践では，抜本的な業務の見

直しとなる取組であるため，どの年度で開始

（導入）するかによって実践計画が異なって

くる。そこで，長期目標（最終目標）と短期

目標（単年度ごとの実践計画）を設定し，そ

れに基づいて研究実践を行うことにした。 
数年度にわたる研究実践となることから

「組織連携型理論」と「研究推進のための手

順」を確認しながら進める。そこで図２と図 
３ を 並

列 に し

た。図３

は，次に

示 す 手

立 て と

そ の 主

な 内 容

を ま と

め た も

の で あ

る。 
 

■ 手立て１ 企画・立案 ≪相関と総監≫ 

相関図から関連者の「課題」「ニーズ」を明

確にする。業務の目的と具体的処理内容を理

解し，“組織全体としての視点”から業務の精

選を行い，対応策の原案を企画・立案する。 
■ 手立て２ 連携 ≪想像から創造へ≫ 

対応策の原案を組織全体の総意の策として

立案できる連携を行う。その過程で対応策の

イメージを持たせる。その繰り返しによって

イメージのすり合わせ（イメージの共有）を

行い，組織全体の取組とする実践につなげる。 
■ 手立て３ システム化 

≪試行○シ・推奨○ス・点検○テ・無限○ム≫ 
データ処理ファイルの作成後は，試行期間

として必要最大限の職員に推奨し，量（回数・

期間・人）による点検を繰り返し，使用者に

とってできるだけ簡単で容易なものにしてい

く。また，情報を限りなく活用・運用できる

システムの構築を行う。 
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５ 実践の実際 

 「１ 本校の実態」で着目した教員の事務

負担の軽減に向けた「組織改廃力」の項目で

ある「職務・事務処理の工夫」に最優先すべ

き二つの業務についての取組の実践である。 
 取組①は，「学校徴収金」の業務を本校教

職員及びＰＴＡとの多職種間連携によってそ

の改善を組織的に行う実践である。 
取組②は，「給食事務」の本校の課題を市

教育委員会と他校の栄養士との多職種間連携

によって改善を図り，市内受給校の事務負担

軽減につなげる業務改善の実践である。 
 

(１)取組①「学校徴収金」に係る会計事務 

①手立て１ 立案 ≪相関と総監≫ 

（１年次[平成 28 年度]） 

実践当時の実態である相関図（図４）及び 
（図５）に

あ る 関 連

者の「課題」

と「ニーズ」

から，｢課

題｣は集金

業 務 か ら

始 ま る 一

連 の 業 務

内 容 が 事

務 部 と 教

務 部 と に

分 離 さ れ

て い る た

め で あ る

こ と が 分 
かった。このことから「ニーズ」を加味した

相互の連携が課題解決の糸口になると考えた。

そこで，「学校徴収金」の業務を「完全分離型」

から「協同・連携型」に変える業務の見直し

を行い，業務の精選と事務処理のスリム化と

なる対応策の原案を企画した。 
【対応策（原案）】 

～「完全分離型」から「協同・連携型」へ ～ 
(ア) 事務職員が担当の「施設充実費」を「教

育振興費」と改め，「教育振興費」の支

出項目に「学級費」を新設する。 

(イ) 集金方法を口座引落に統一する。 

(ウ) データ処理ファイルを導入する。 

図５は，「課題」・「ニーズ」と対応策との

関連をまとめたものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【長期目標と短期目標】 

対応策の原案ができたことから，対応策の

具現化に向け長期目標と短期目標を設定した。

それが図６である。短期目標は，その年度の

目的と達成指標を設定した。 
 
 
 
 
 
 
 

【実践内容】 
 短期目標とその実践内容を時系列にまとめ

たものが図７である。朱書きの実践内容は多

職種との連携，緑書きは事務職員が単独で行

った内容である。 

 

 

① ①  ＰＴＡ会計の支
出項目の整理。

②  徴収金額の見直
し。

③  集金方法の統一
して欲しい。

①  公費・私費の負担割
合（執行額・内訳）
の把握ができない。

①  学級費の支出内
訳の把握をした
い。

②  会費や学級費の年会
費の適正額を算出で
きない。

②

③  「施設充実費」の名称
が使途目的に則したも
のでなく戸惑うことが
多々ある。

①  ２～３つの会計を管
理することは負担過
重である。

①  担当会計を減ら
したい。

②  学期末は処理に時間
を割かれる。

②

③  繰越金がないように
など、過不足調整に
神経を使う。

① ①

②

対応策

事務職員

・ＰＴＡ会計

・施設充実費

・給食費

・学級費

・教材費

・校外活動費

学級担任

項目 担当
会計名称 課題 ニーズ

関連者

保護者

図５｢学校徴収金｣関連者の「課題」・｢ニーズ｣と対応策

（ア）

（ア）
（イ）

（ア）
（イ）
（ウ）

（イ）

 ＰＴＡ会計の支出項目
と支出内容が分かりづ
らい。

 学級費の購入裁
量は今のままに
して欲しい。

「施設充実費」
の名称を「教育
振興費」にした
い。

 集金を簡単にし
たい。

養護教諭

・PTA
　安全互助会

・日本ｽﾎﾟｰﾂ
　　振興ｾﾝﾀｰ

 掛金納入期限が５月中
で掛金集金を年度初め
に担任へお願いする
ことで負担をかけて
いる。

 児童１人目と２人目以
降の金額が異なるた
め、その対応が大変で
ある。

 

●  実態把握と対応策
の企画・立案

●  データ処理導入と
不具合調整

●  業務改善の最終確
認

●
 データファイル作
成

●  業務改善の状況確
認と再検討

●  データ処理作業の
定着化

取組①

実施年度
 （期間） 平成28年度 平成29年度 平成30年度

目標 （１年次） （２年次） （３年次）

図６　長期目標・短期目標　～学校徴収金～

長期

短期

「

学
校
徴
収
金
」

に

係
る

会
計
事
務

平成３０年度までに業務改善完了をめざす

【企画・制作期】 【試行期】 【定着期】
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②手立て２ 連携 ≪想像から創造へ≫ 

「完全分離型」から「協同・連携型」とな

る対応策のシステム導入が教職員の事務負担

軽減となることの共通理解を行った上で，そ

れぞれの職種（立場）からの意見交換を行っ

た。「学校全体の組織」による業務改善である

こと，システム稼働後の修正が容易ではない

ことから，｢課題｣と｢ニーズ｣に対応している

かの確認と，より効率化が図られる対応がで

きないか，そして，連携者の一部に負担加重

とならないかの確認を進めた。 
図７の平成 28 年度にある会議では，「可視

化」のための資料（資料１参照）を用い協議

を重ねたことで，事務部・教務部，そしてＰ

ＴＡ役員との連携が深まり，効率化につなが

る意見や担当者からの改善して欲しいポイン

トなど，さまざまな意見が出された。 
各々が捉えた「漠然としたイメージ｣を連携

によって「本校スタイル」に創造できた。 
※各種会議の経過から 
【学校内多職種連携】 
(ア) 【対応策（原案）（イ）】の一部修正 

  教材費の口座引落は学級担任側で「年度

当初に金額を設定することが困難である」

ということで平成 31 年度以降実施に向け

検証を行うことになった。 
(イ)  今後の｢学級費｣のシミュレーション 

  学級担任は物品を購入し伝票を事務職

員に提出する。事務職員は，提出された伝

票の内容を確認し，公費又は｢教育振興費｣

のどちらで支出するかを判断し執行する。 
  事務職員は，学級費にかかる予算の執行

状況を毎月の職員会議で周知する。 
(ウ) ｢教材費｣｢校外活動費｣のデータ処理フ

ァイルの活用に向けた内容確認 
  学級担任はこれまで同様の集金事務と

支払事務を行うが，データ処理ファイルの

活用で書類作成ができ，事務処理の分散を

可能にすることを確認した。 
  事務職員は，データ処理ファイルを作成

する。 
【ＰＴＡとの連携】 
(ア)  取組への賛同とＰＴＡの関わり 

  説明資料による取組の｢可視化｣により

ＰＴＡ総会の協議事項として取り上げる

ことが決定された。「学校徴収金」の業務

のスリム化が「子どもと向き合う時間」の

創出につながることへの理解が得られ，Ｐ

ＴＡ役員からも意見や提案があり，総会で

の可決に向けた検討が行われた。 
(イ)  「ＰＴＡ会計」・「教育振興費」の整理 

  資料をもとに要望や意見の調整を重ね

 

ﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙ
作成

事務職員

４月

５月

６月

７月 運営委員会 原案の提案

８月

９月 職員会議 企画提案

１０月 役員会 企画提案

１１月

１２月 職員会議

１月

役員会 承認

職員会議  承認

３月

４月

データ処理導入

と不具合調整

事務職員

４月

５月 集金ﾌｧｲﾙ確認

６月 教材費ﾌｧｲﾙ導入

７月 教材費ﾌｧｲﾙ確認

８月 ※校外活動費ファ イル作成

教材費ﾌｧｲﾙ確認

校外活動費ﾌｧｲﾙ導入

教材費ﾌｧｲﾙ確認

１１月

教材費ﾌｧｲﾙ確認

教材ﾌｧｲﾙ最終確認

データ処理作業

の定着化

事務職員

５月

以降

図７　～学校徴収金～実践内容《１年次～３年次（現在）》

●教材費集金引落に向けた検証開始
１学期

教材費ﾌｧｲﾙの一

部修正　→　会計担当者会の臨時開催（適宜）４月

教育計画をもとに伝票等の処理方法等周知

会計担当者を各学級から各学年に減員

　会計説明等は２９年度同様に行っていく

平成２９年度 校　内

平成３０年度 校　内

短期目標
【定着期】

業務改善の最終確認

各学級分の教材費会計書類を１冊にﾌｧｲﾘﾝｸﾞ（業務改善確認）
３月

●ｱﾝｹｰﾄ結果を受けた今後の改善等への対応検討

２月

※教育振興費（支出項目：学級費）の執行状況周知
１２月

２学期

※教育振興費（支出項目：学級費）の執行状況周知

教材費ファイルの使い方説明（※PTA監査処理）
９月

※教育振興費（支出項目：学級費）の執行状況周知
１月

３学期

● 職員アンケート実施（１月下旬）

※教育振興費（支出項目：学級費）の執行状況周知

教材費ファイルの使い方説明（※支出の入力・学期末処理）

PTA監査･･･教務主任及び学級担任の業務負担確認

教材費ファイルの使い方説明（※支出の入力・学期末処理）

PTA監査･･･教務主任及び学級担任の業務負担確認

校外活動費ﾌｧｲﾙの共用（会計担当者と事務職員）

１０月
※教育振興費（支出項目：学級費）の執行状況周知

１学期
教材費ファイルの使い方説明（※収入の入力）

「学校徴収金」引落初回の確認

教育計画をもとに伝票等の処理方法等周知

教材費ファイルの使い方説明（※支出の入力・学期末処理）

作成着手
・集金用

・教材費用

 業務改善の状況確認と再検討の企画・立案
短期目標
【試行期】

  実態把握と対応策の企画・立案
短期目標

【企画・制作期】

完成構想
の

イメージ

総会 承認
平成２９年度

２学期

３学期 ２月

過年度帳簿確認

 ・過年度
　　帳簿確認
 ・１年の
　　流れ確認
　　　↓
 必要書類確認
 及び書類作成手
順の確認

平成２８年度 ＰＴＡ校　内

実態把握
１学期

※承認後、『教育計画』の修

正版及びPTA総会資料作成

※企画案の修正案や

進捗状況の報告
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修正を行い，総会用の予算案を作成するこ

とができた。（資料２参照） 
③手立て３ システム化 

≪試行○シ・推奨○ス・点検○テ・無限○ム≫ 
 データ処理ファイルの特徴は，入力時期を

分散できる工夫を行ったことで，会計事務に

多くの時間が割かれることを防ぎ，「日頃の

業務の合間に入力できる」ことである。 
今回の会計事務の業務改善で作成したデー

タ処理ファイルは次の３つである。 
ⅰ「教材費用」データ処理ファイル 

ⅱ「校外活動費用」データ処理ファイル 

ⅲ「諸会費集金事務用」データ処理ファイル 

ここでは，このうちⅰ「教材費用」データ

処理ファイルの導入を「手立て３」に即した

形式で，他の２つは導入による主な業務改善

のみを実践報告する。 
ⅰ「教材費用」データ 

処理ファイルの導入 

（資料３-①参照） 
 
【システム化のための試行期間】 
(ア)  活用の推奨（２年次[平成 29 年度]） 

  全学級担任が年間を通して活用し，必要

な時期に必要な書類の作成が行えた。 
  検閲・監査の書類作成時期には操作手順

の資料を配付し，職員会議で説明を加えた。 
(イ)  点検（２年次[平成 29 年度]） 

  特別支援学級では，想定以上の領収書の

枚数になり，入力できる行を増やすなどの

対応を行った。 
  ＰＴＡ監査では，統一された様式になっ

たことから教務主任が監査委員全体に手

順の説明を行い，学年主任と監査委員とが

監査をスムーズに進めることができた。 
(ウ)  無限（３年次[平成 30 年度]） 

  点検を目的に１学級１会計としていた

が，平成 30 年度より学年１会計とする「本

校スタイル」にすることができた。これに

より，会計担当者の減員，監査・検閲業務

の事務の減量，事務職員の通帳管理事務

（名義変更等）の軽減になった。 
  システム化の定着

と継続させていくこ

との必要性から「学年 

会計担当者会」を行っている。 

ⅱ「校外活動費用」データ処理ファイルの導 

入 （資料３-②参照） 

【主な業務改善】（２年次[平成 29 年度]）     
  「学年ごと」

に作成してい

た「会計報告書」

を「行き先ごと」

にしたことで， 
会計担当者を減員することができた。 

  保護者配付用「会計報告書」の様式を「就

学援助費」の様式に転用できる形式にし，

担当教員と事務職員の二重の業務をなく

した。これにより，「集金・支払」を担当

教員が，「会計書類の作成」を事務職員が

行う業務の分業と業務の協同ができた。 
ⅲ「諸会費集金事務用」データ処理ファイル 

の導入（資料３-③（資料 p3・p5）参照） 
【主な業務改善】（２年次[平成 29 年度]） 

  「引落依頼書」「集金の各口座への振分入

金依頼書」「引落不能者の集金袋及び領収

書」「集金台帳」の作成等，集金業務の処

理時間は，いずれも 20 分程度で行え，業

務処理の時間が大幅に短縮できた。 
  現金集金への対応は，都度作成する「集

金袋」の両面を活用する工夫により，資源

を無駄にせず適正かつ効率に処理するこ

とができた。また，納入時に即対応できる

など，大幅に業務時間が短縮された。 
④会計事務に関するアンケート（資料４参照） 
 平成 30 年１月，平成 29 年度の事務運営（事

務室運営）全般の業務確認のためにアンケー

トを行った。ここでは，このうち，本研究に

関する質問の回答に焦点をあてる。なお，無

回答の数値は校長・教頭・養護教諭のいずれ
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かである。「会計事務」の業務改善に関する回

答の結果は，いずれも高い評価となった。 
(ア)  ｢学校徴収金｣の業務改善について 
図８及び図９は，業務改善内容とその評価

をまとめたものである。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(イ) 「会計事務」の余剰時間とその効果 

図 10 は，｢会計事務｣の余剰時間が何に使わ

れ，それにより得られた効果についてまとめ

たものである。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(ウ) 「並行処理」削減(業務の分散)について 

 「●Ⅲ 評価等の時間」に 35％の学級担任

が活用できた。これは，「学期末の『学級費

の支払』がなくなり，長期休業に入ってか

ら『データ入力』を行う」という業務処理

の分散によるものといえる。 

【取組①の成果】 

① 「組織連携型理論」 

  「完全分離型」から「協同・連携型」に

変革する取組は，「課題」と「ニーズ」を

明確にし，互恵関係による対応策によって

学校全体での実践にすることができた。 
  「業務の協同」により，業務の減量，業

務の並行処理を分散し，教員及び事務職員

に余剰時間を作った。また，公金・準公金

を監督（総括）する校長・教頭・教務主任

の検閲業務の負担軽減ができた。 
  事務職員は，企画やデータ処理導入に専

門的知識や事務処理のスキルを「連携のツ

ール」にし，連携者同士のコーディネータ

ー的役割を担うことで多職種間連携に深

まりを持たせることができた。 
② 「組織改廃力」の高まり 

  図７の３年次の実践にある青書きは，教

務主任と学年主任とが中心となって検証

を進めている。「職務・事務処理の工夫」
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を２年間にわたり取組んできた過程で“改

善できる”といった発想の回路ができ「組

織改廃力」への意識を高めることができた。 
  ＰＴＡ組織においては，１年次に続き，

２年次には「旅費規程」「慶弔規程」の改

正への協議が行われ，よりよいＰＴＡ運営

に向けた「組織改廃力」への意識の高まり

につなげることができた。 
  「組織改廃力」の高まりは組織力向上の

視点であることから，「チーム学校」によ

る組織力の向上につなげることができた。 
③ 「子どもと向き合う時間」の創出について 

  「会計事務」の余剰時間及びストレスの

軽減は，充実した授業・充実した教育活動

にするための時間を作り，ゆとりをもって

児童と向き合える環境を整備できた。 
【取組①の課題】 

 本実践の会計システムは現状に適したもの

である。変動する学校の実態に応じ，「連携に

よる協同システム」の点検・検証を学校の組

織力で行っていかなければならない。 
 
（２）取組② 受給校における「給食事務」 

①手立て１ 立案 ≪相関と総監≫ 

図 11 による

相関関係及び業

務の流れを整理

してみると，本校

だけでなく市内

の各受給校も同

じ課題を抱えて

いると考えられ

た。そこで，各受

給校にも活用で

きる業務改善が

必要であると考 
え，対応策及び実践に向けた長期目標と短期

目標（図 12）を設定した。 
【対応策】 
「検収表」を市教育委員会から受給校へ配信

するシステムを導入する。 
【長期目標と短期目標】 
 
 
 
 
 
 
②手立て２ 連携 ≪想像から創造へ≫ 

（１年次［平成 28 年度 1 学期］） 
対応策の具現化に向け，本校養護教諭と他

校栄養士と図 13 で示したことを主な協議・ 
検討事項として連携

を行った。その結果，

「検収表」様式の改

訂と，同時に作成を

すすめていた「検収

表用」データ処理フ

ァイル（資料５参照）

が完成した。 
【多職種間連携から】 
(ア) 「検収表」の様式改訂 

  受給校での検収作業の動線を考慮した。 
  衛生管理に必要な項目の確認を行い，そ

の目的を果たしつつ簡素化した。 
(イ) 「検収表用」データ処理ファイルの作成 

  栄養士の負担加重を避けるためデータ

入力する献立を「食材発注書」等の既存デ

ータを貼付けられる構成にした。 
  アレルギー対応や欠食による数量変更

等が自由に入力できる機能を追加した。 
③手立て３ システム化 

≪試行○シ・推奨○ス・点検○テ・無限○ム≫ 
(ア) 試行と点検(１年次［平成 28年度 2学期］) 

試行は，本校と連携をしている他校栄養士

との間で行った。１人対１人のため，回数を

重ねる点検を行った。試行では，配信側の負

担や受信側の利便性の確認だけでなく，継続

可能なシステムにするための検証も行った。 
(イ)  無限 

 

 

●  実態把握と対応策の企画と
「課題」「ニーズ」の調整

●  データ処理ファイル作成 ●  システムの定着化

●  処理ファイルの不具合調整

図１２　長期目標・短期目標　～給食事務～

給
食
関
連
業
務
の

「

給
食
事
務
」

長期
平成29年度　業務改善完了をめざす

【企画・制作期・試行期】 【定着期】

短期

取組②

実施年度
（期間） 平成28年度 平成29年度

目標 （１年次） （２年次）
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本校独自の取組（平成 28 年度３学期） 
〈限りなくデータを有効活用する〉 

もう一つの課題であった｢給食日誌｣を

データ処理で作成する業務改善を行った。 
〈養護教諭と事務職員の連携〉 

配信されるデータと養護教諭が作成す

る「食数報告書」のデータを合わせること

で「給食日誌」が作成できるようになった。

ここでの連携では，「給食事務」の効率化だ

けでなく，「給食の検収業務」の検討を行い，

「学校における給食」をテーマに管理と教

育（指導）の両面で意見交換をし，理解を

深める機会となった。 
(ウ)  推奨と無限 （２年次［平成 29 年度］） 
【受給校との連携】 
 市教育委員会から受給校へ｢検収表用｣デー

タ処理ファイルの配信が開始され，献立を入

力する栄養士と食数のデータを入力する受給

校との協同によって｢検収表｣を作成できるよ

うになった。入力作業に関し，受給校からの

問い合わせもなく順調に活用された。 
【栄養士間での連携】 
 当初から連携を行ってきた栄養士は，図 11
にある｢献立打合わせ会｣で，配信データの作

成を組織の業務として位置づけ，このシステ

ムが継続運用できるよう，組織体制のなかで

連携を図り業務分担を行った。 
【取組②の成果】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 データ配信システムを導入した後に，関連

者からの感想等をまとめたものが図 14 であ

る。これを踏まえ、次のことを成果とする。 
①「組織連携型理論」 

  一人職の業務改善は同一職種間で課題

解決の手立てを情報交換し，学校現場にお

いて個人で取組むことが少なくない。また，

一人で課題を抱え長時間労働を引き起こ

す要因でもある。本取組は，一人職同士の

連携によって協同システムを構築し，業務

改善ができた画期的な実践となった。 
  事務職員はコーディネーター的立場で，

一人職の事務内容を理解し，｢課題｣と｢ニ

ーズ｣に対し｢できること・できないこと｣

を整理・調整することで，市内で継続活用

できるシステムの構築の実現ができた。 
②「組織改廃力」の高まり 

  本校では，事務改善だけでなく，給食に

係る児童の関わりについても視点がおか

れ，養護教諭と食育担当教員とが検討・提

案し，平成 30 年度から児童会組織に｢給食

委員会｣が新設された。 
③「子どもと向き合う時間」の創出について 

  本校では「検収表」の作成に８時間を要

していたが１時間に短縮された。それを単

純に当てはめても，市内受給校（幼稚園を

含む）の担当職員がその時間を本務に専念

できる時間に変えることができた。 
※｢給食事務｣の余剰時間 

  本校では，｢給食委員会｣の新設のために

必要となる教員間の指導業務に関連する

時間を創出した。 
  本務に専念できる時間の創出は，受給校

の教育力向上の推進につながることから，

市全体の幼児教育及び義務教育の教育力

向上となる時間を創出できた。 
【取組②の課題】 

 一人職が抱える課題のうち，同一職種だけ

では解決が困難な業務を今回の取組のように，

多職種間連携によって解決し，他校と共有で

きる組織体制の模索が必要である。 
Ⅲ まとめ 

１ 「組織連携型理論」 

本研究で提案した「組織連携型理論」は， 
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「協働的理論」にはない，「協

同」という工程を組み入れる

ことで，課題を解決に導くこ

とができた。また，「協同」は

「連携のツール」により連携

者の互恵関係を構築する連携

によって成り立ち，多職種間

で行うことで「組織改廃力」 
の意識を高め，事務業務だけでなく，指導業

務を含む「学校全体に連携の輪が広がる」こ

とが分かった。 
２ 二つの取組の実践から 

「連携のツール」となる「仮説とその手立

て」による実践の成果から，「協同」により

全体の業務の減量，業務の並行処理をなくす

業務改善が行えた。また，互恵関係の構築に

よる業務改善は，一人職（校長・教頭・養護

教諭・事務職員）を含めた全ての職種の事務

負担軽減とすることができた。この二つの取

組にある「学校運営事務」は，「子どもと向

き合う時間」を創出することができた。 
３ 業務内容と労働時間 

 学校における業務のうち，教員の指導業務

にかかる時間はその性質上，計ることのでき

ない時間である。一方，事務業務は創意工夫

やデータ処理によって業務時間を短縮できる

可能性をもっている。これを「業務の質」と

定義する。さて，本実践で事務職員は，その

専門性と事務処理のスキルを「連携のツール」

として生かし，「組織改廃力」の意識を高めな

がらコーディネートする役割を担った。ここ

でのコーディネートは，「労働時間に対する

業務量と処理量」を「業務の質と業務の量と

で配分・分散」したことである。 
４ 学校運営事務と事務職員 

 経営資源は『人・もの・カネ・情報』とさ

れており，事務職員は「事務をとる」という

職務のなかで，「もの（教材整備等）」・「カネ

（効果的な予算執行等）」・「情報（情報の管

理・共有）」から教育の機会均等と教育環境整

備を担ってきた。そして、これら３つの経営

資源をマネジメントし，より効果的に学校運

営に生かすための研究・研修が行われている。

法改正により「事務をつかさどる」となり，

学校経営面から校長を補佐する役割を担う職

務となった今，事務職員は，経営資源の「人」

へも学校運営事務からマネジメントすること

が求められている。それは、校長のリーダー

シップのもと進められる学校経営の具現化に

最重要となる経営資源「人」に対し，「人材

の能力を発揮できる環境を整える」ことを

「学校運営事務からマネジメントする」こと

である。本研究では，経営資源に「（労働）

時間」を新たに加えた実践となった。事務職

員が，経営資源の「人」に対し「労働時間に

対する業務量と処理量」を「業務の質と業務

の量とで配分・分散」するコーディネートに

よって「子どもと向き合う時間」を創出する

学校運営事務の一つのあり方を提示できた。 
５ 「次世代の学校」の構築を推進する 

 本研究実践は，Ⅰ１(p1)で先述した学校現

場における業務の適正化に向けて講ずべき４

つの重要な改善方策１及び３について迫る

ことができた。また，中教審答申の作業部会

において“学校が行う実践を収集する”とす

る希少な領域の研究実践とすることができた。 
〔おわりに〕 

 学校経営面から校長を補佐する役割を担う

事務職員として，「人・もの・カネ・情報」に

「（労働）時間」を加えた経営資源を，「学校

の組織力向上」「子供の教育の質を保証するこ

と」につなげる学校運営事務をめざし，これ

からも，どのようにマネジメントできるかを

課題にして「事務をつかさどり」たい。 
 そのためにも，県教育センターの専門研修

等において事務職員がマネジメントについて

学べる研修の機会が得られることを懇願する。 
≪引用文献・参考文献≫ 
・ 栁澤靖明「本当の学校事務の話をしよう ひろがる職分とこれからの公教育」太郎次郎社エディタス（2016） 
・ 福島県教育センター「〇学校の組織力向上に取り組むための５つのポイント」福島県教育センターHP  
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資料１  「可視化」のための資料

資料２  ＰＴＡ総会用資料協議

対応策の

イメージを共有

最終確認

変更点の

概要説明

資料

「教育振興費」

予算書資料

「ＰＴＡ会計」

予算書資料
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資料３－①  ３つのデータ処理ファイルの特徴

【その他のシート】
①様式：検閲表
②様式：支出伺い・領収書綴り
③手順の手引き
　⑴監査
　(2)購入から報告まで

ⅰ　「教材費用」データ処理ファイル

④次年度使用するために、データの
一括削除ができるシート

月日
領収書

No.
収入金額 支出金額 差引残額

10月1日 前期繰越金 183,570 183,570 0

10月17日 １０月　教材費 （1350円×29名） 39,150 39,150

10月18日 ラクラクカラー版画 （390円×29ｾｯﾄ） 11 11,310 27,840

10月19日 漢字スキル（２学期） （360円×29冊） 12 10,440 17,400

10月19日 計算スキル（２学期） （360円×29冊） 12 10,440 6,960

10月24日 空気と水 （240円×29ｾｯﾄ） 13 6,960 0

11月22日 １１月　教材費 （610円×29名） 17,690 17,690

12月6日 形成プリント国語（２学期） （310円×29冊） 14 8,990 8,700

12月15日 １２月　教材費 （360円×29名） 10,440 19,140

12月18日 トントンつないで （360円×29ｾｯﾄ） 15 10,440 8,700

12月19日 形成プリント算数（２学期） （300円×29冊） 16 8,700 0

1月26日 １月　　教材費 （1540円×29名） 44,660 44,660

2月1日 光のさしこむ絵 （210円×29ｾｯﾄ） 17 6,090 38,570

2月13日 形成プリント国語（３学期） （310円×29冊） 18 8,990 29,580

2月21日 ２月　　教材費 （900円×29名） 26,100 55,680

2月22日 漢字スキル（３学期） （360円×29冊） 19 10,440 45,240

2月22日 計算スキル（３学期） （360円×29冊） 19 10,440 34,800

2月26日 ワークテストEX国語（３学期） （300円×29枚） 20 8,700 26,100

2月26日 ワークテストEX算数（３学期） （300円×29枚） 20 8,700 17,400

2月26日 ワークテストEX理科（３学期） （300円×29枚） 20 8,700 8,700

3月1日 形成プリント算数（算数） （300円×29冊） 21 8,700 0

合　　　　　計 （　後期　） 321,610 321,610 0

内　　　　　　訳

平成29年度　　　教材費　会計簿（出納簿） 4 年　　1 組

｢報告書作成｣
※氏名や月日を入力して、

赤い部分をｸﾘｯｸするだけ

｢出納簿作成｣
※赤い部分を

ｸﾘｯｸするだけ
①この２つのｼｰﾄの｢塗りつぶ

しのセル｣に入力するだけ。

②集金と支払いのﾃﾞｰﾀを入力

すれば、業務の９割完了！

クリックして

ページ移動

① メニューから行いたい

シートへ移動できる。

② 入力の仕方をアシスト。

（表面） 支払順N O.

校
長

4 年 組

≪ 領収書 ≫

●

●

※ 　集 金の返 金を行う場合

　　返金は、本来支出ではありません。出納簿（会計簿）
への記載にご注意ください。

　★ 収入の欄にマイナス○○○円と記載します。

※ 　支 払額が異 なり 、口 座へ戻 す場 合

　口座に入金すると、預かり金額に記帳されるが、収入ではあり
ません。予定していた支出額が減ったということですので、出納

簿（会計簿）への記載にご注意ください。
　★ 支出の欄にマイナス○○○円と記載します。

学年・組

金　　額 円

領収年月日 平成  　年 　　月　 　日 立 替 者
受領確認

平成  　年 　　月　 　日　㊞

支出完了
年　月　日

平成　　年　　月　　日
（※①又は②の期日の遅い方）

支払先
返金の場合、返金者

≪教材費≫・≪校外活動費≫　

支払報告書（領収書）

平成29年度

１ ２

★教員へのｻﾎﾟｰﾄ
転出入・支払戻入等の出納

簿記載時の注意点を記載。

教務主任はこれを拡大

ｺﾋﾟｰし一斉説明に活用！

※　集金の返金を行う場合
　　返金は、本来支出ではありません。出納簿（会計簿）
への記載にご注意ください。

　★ 収入の欄にマイナス○○○円と記載します。

※　支払額が異なり、口座へ戻す場合
　口座に入金すると、預かり金額に記帳されるが、収入ではあり
ません。予定していた支出額が減ったということですので、出納

簿（会計簿）への記載にご注意ください。
　★ 支出の欄にマイナス○○○円と記載します。
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資料３－②  ３つのデータ処理ファイルの特徴

資料３－③  ３つのデータ処理ファイルの特徴

ⅱ　「校外活動用」データ処理ファイル

ⅲ　「諸会費集金事務用」データ処理ファイル ≪金融機関への書類≫

資料編 ｐ５ へ

収入 支出 差引差額 収入 支出 差引差額 収入 支出 差引差額 収入 支出 差引差額

H29.9.12 会費 1-1　＠500×21名 10,500 10,500 10,500 10,500 0 0 0

H29.9.12 会費 2-2　＠500×24名 12,000 22,500 12,000 22,500 0 0 0

H29.9.12 会費 2-1　＠500×25名 12,500 35,000 12,500 35,000 0 0 0

H29.9.12 会費 1-3　＠500×20名 10,000 45,000 10,000 45,000 0 0 0

H29.9.12 会費 引率　＠650×７名（教員6名・支援員1名） 4,550 49,550 45,000 3,900 3,900 650 650 0

H29.9.12 会費 わかあゆ　　＠500×６名 3,000 52,550 3,000 48,000 3,900 650 0

H29.9.12 会費 1-2　＠500×21名 10,500 63,050 10,500 58,500 3,900 650 0

H29.9.15 見学料 入園料（児童＠90×116名・引率@380×7名） 1 13,100 49,950 10,440 48,060 2,280 1,620 380 270 0

H29.9.15 駐車料 バス３台分 3 3,000 46,950 3,000 45,060 1,620 270 0

H29.9.28 有料道路通行料 バス３台分 2 34,200 12,750 32,254 12,806 1,668 ▲ 48 278 ▲ 8 0

H29.10.13 会費 引率　@8×７名（教員6名・支援員１名） 56 12,806 12,806 48 0 8 0 0

H29.10.16 会費返金 欠席児童１名 （参加費全額　） 5 ▲ 500 12,306 ▲ 500 12,306 0 0 0

H29.10.27 写真代 記念写真代 4 12,306 0 12,306 0 0 0 0

62,606 62,606 0 58,000 58,000 0 3,948 3,948 0 658 658 0 0 0 0

収入 支出 差引差額 収入 支出 差引差額 収入 支出 差引差額 収入 支出 差引差額

合　計

児童 引率（教員） 引率（介助員） 引率（保護者）

引率（介助員）
差引合計支出

《第１・２学年対象コース》

平成29年度 校外活動（遠足）　会計簿（出納簿）

【　内　　訳　　欄　】

収入
領収書

No.
摘　　　要費目年月日

児童 引率（教員） 引率（支援員）

年 月 日
☎ 29 11 1

ｺｰｽ

年号 平成
年度 29

１．参加人数 117 人 　引率教員 6 人 　引率支援員 1 人 校長
1 人 引率介助員 0 人 引率保護者 0 人 会計担当

２．収支報告
 （１）　収入の部

63,106 円 117 人 500 円 6 人 658 円 1 人 658 円

△ 500 円 1 人 △ 500 円

62,606 円 円 円 円 円

 （２）　支出の部

0 円 116 人 ※1 0 円 6 人 0 円 1 人 円

入園料 13,100 円 116 人 90 円 6 人 380 円 1 人 380 円

116 人 90 円 6 人 380 円 1 人 380 円 円

34,200 円 116 人 278 円 6 人 278 円 1 人 278 円

3,000 円 116 人 25 円

12,306 円 116 人 106 円

116 人 409 円 6 人 278 円 1 人 278 円 円

62,606 円 円 円 円 円

※１　南相馬市の負担により０円。

 （３）　差引残額

円

交通費

宿泊費

JR払戻手数料

小計

《第１・２学年対象コース》

小計 49,506 円

参加者

収入合計

会
費

返

金

活
動
費

食
事
代

有料道路通行料

駐車料

しおり代

傷害保険料

☎（会計担当 ： △△　△△　　 　46-2240 )

58,000 3,948

人数

支出合計 658

0 円

※ 一人当たりの金額は、円未満切り捨てで表記しております。

項　　目

引率者

13,100

バス利用者

欠席者

見

学
料

会
費 上記以外

分
類
２

１人当り

写真代

項　　目 支出額
　　　児童生徒経費

分
類
１

58,000

人数 １人当り

3,948

通信費他

南相馬市立鹿島小学校

●●　●●

平成29年11月1日

１人当り人数人数 １人当り

　　　引率者経費

引率（教員） 引率（支援員） 引率（介助員）

人数 １人当り 人数 １人当り人数 １人当り

※当日欠席児童

人数 １人当り

児童
引率者

引率（教員） 引率（支援員） 引率（介助員）

文書年月日学校名

46-2240

658 0

記

《第１・２学年対象コース》
 平成29年度 校外活動（遠足）

参加対象児童の保護者 様

●●　●●
△△　△△

南相馬市立鹿島小学校長

平成29年度 校外活動（遠足）　会計報告

　　このことについて、下記のとおり報告いたします。

児童生徒

収入額

印

【会計担当教員】
①｢塗りつぶしのセル｣に、

集金と支払いのﾃﾞｰﾀを

入力するのみ。

【事務職員】
①｢塗りつぶしのセル｣に、

引用できない会計簿の金

額を入力するのみ。

５月

1 2 3 4 5 6 7 8

n o. 分類 給食費 ＰＴＡ 教育振興費 振興ｾﾝﾀｰ 安全互助会 合計 30

無+1 1 一般P会員 5,990 480 300 460 800 8,030

無+無 3 一般P以外 5,990 0 300 460 670 7,420

5+無 5 準　P以外 0 0 300 0 670 970

5+1 6 準　P会員 0 480 300 0 800 1,580

６月～２月の枠

1 2 3 4 5 6 7 8

n o. 分類 給食費 ＰＴＡ 教育振興費 振興ｾﾝﾀｰ 安全互助会 合計

1 一般P会員 5,300 480 220 0 0 6,000

3 一般P以外 5,300 0 220 0 0 5,520

5 準　P以外 0 0 220 0 0 220

6 準　P会員 0 480 220 0 0 700

1 2 3 1 2 3 4 5
番号 集金費目 口座名義 口座番号

1 １回目 H3 0.5.7 1 元帳口座 鹿島小学校諸会費元帳 ３８７５３４９ 1

2 ２回目 H3 0.6.1 2 2

3 ３回目 H3 0.7.2 3 給食費 鹿島小給食費 ２９８７１６０ 3

4 ４回目 H3 0.8.1 4 ＰＴＡ 鹿島小 PTA １７８６８６１ 4

5 ５回目 H3 0.9.3 5 教育振興費 鹿島小教育振興費 ００６４６７７ 5

6 ６回目 H30.1 0.1 6 振興ｾﾝﾀｰ 鹿島小保健会計 ２９１４３７５ 6

7 ７回目 H30.1 1.1 7 安全互助会 鹿島小保健会計 ２９１４３７５ 7

8 ８回目 H30.1 2.3 8 8

9 ９回目 H3 0.1.4

10 １０回目 H3 0.2.1

【学校基本データ】

【振替関連口座データ】

46-2240

校長名

学校名

年度

事務担当者名 事務室　木幡・酒井

鈴木　宣雄

南相馬市立鹿島小学校

【集金（引落）の日程】

引落の日程

電話

No. 年組番 児童氏名 保護者氏名 口座名義 支店名 口座番号 備考 準 P実家庭

1 な021 鹿島　１子 鹿島　男1 鹿島　A1 原町総合 0088824 なかよしH30.4転入 1

2 な232 鹿島　２子 鹿島　男2 鹿島　A2 原町総合 0074100 Ｈ30転入：なかよし１ 1

3 な343 鹿島　３子 鹿島　男3 鹿島　A3 中村総合 3841045 なかよし 1

4 な444 鹿島　４子 鹿島　男4 鹿島　A4 0035804 なかよし 1

5 な545 鹿島　５子 鹿島　男5 鹿島　A5 0064514 H29.4転入　なかよし 1

6 な656 鹿島　６子 鹿島　男6 鹿島　A6 1398144 なかよし 1

7 な767 鹿島　７子 鹿島　男7 鹿島　A7 0018436 なかよし 1

8 わ１11 鹿島　８子 鹿島　男8 鹿島　A8 0035804 わかあゆ１

9 わ132 鹿島　９子 鹿島　男9 鹿島　A9 0061515 わかあゆ１ 5 1

10 わ133 鹿島　１０子 鹿島　男10 鹿島　A10 0051633 わかあゆ１ 1

１ 円

２

３

円

円

円

円

円

円

円

ＪＡふくしま未来農業協同組合

鹿島総合支店長　様

南相馬市立鹿島小学校

平成29年6月16日

諸会費等の振替について（依頼）

　標記の件について、下記のとおり振替をお願いいたします。

記

振替総額 150,590

振替内訳

口座名義

振替元口座 口座番号 ３８７５３４９

口座名義 鹿島小学校諸会費元帳　　鈴木　宣雄

150,590

5,360

16,800

7,820

鹿島小保健会計　　鈴木　宣雄

鹿島小保健会計　　鈴木　宣雄

鹿島小保健会計　　鈴木　宣雄

合　　　　計

鹿島小教育振興費　　鈴木　宣雄

鹿島小 PTA　　鈴木　宣雄

鹿島小給食費　鈴木　宣雄

振替先口座
振替金額

10,080

101,830

8,700００６４６７７

１７８６８６１

２９８７１６０

口座番号

校長　〇〇　〇〇

５月現金21件

５月現金29件

振興17件

Ｐ１・21件

Ｐ２・8件

５月現金17件

（漢字7文字またはカナ14文字）

コメント

２９１４３７５

２９１４３７５

２９１４３７５

年 月 日

ふくし ま未来農業協同組合 28 5 12

　鹿島総合支店長 様

引落月

5

標記の件について、下記のと おり引落を お願いいたし ます。

（月)

別紙『引落依頼内訳書』のと おり

（ 事務担当： 事務室　酒井　TEL 46-2240　）

南相馬市立鹿島小学校長　様

　　　別紙のと おり処理し まし た。

件 円

（振替不能件数 件）

JA依頼日（文書発送日）

記

平成29年度　　諸会費等引落依頼書　　（5月分）

ふくし ま未来農業協同組合

　鹿島総合支店長 

平成28年5月12日

南相馬市立鹿島小学校長　　〇〇　〇〇

３　入金口座

２　引落内訳

１　処理日（引落日）

鹿島小学校諸会費元帳　〇〇　〇〇

・ 口座番号

・ 口座名義

平成29年5月8日

３８７５３４９

印

集金月を指定する。
→引落日や該当する金額が打ち出される。

→金額の内容を確認し、印刷するのみ。

①金融機関に依頼する日を入力する。

②黄色のセルの部分は、引落可能分が台

帳から引用されている。

③NO.11からは、現金集金分の入力欄。

→あとは、シートに移って、印刷するのみ。

ここの入力作業が

一番慎重に行わなけ

ればならない。

集金事務で一番時間

を要する作業となる。

《第１・２学年対象コース》
 平成29年度 校外活動（遠足）

参加対象児童の保護者 様

資料３－③
基本データ

入力シート
「振分入金依頼

書」作成シート
「引落依頼書」

作成シート
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資料４  職員アンケートの結果と分析

（事務室　酒井）

 １　年間指導計画に沿った市配当予算及び校内会計予算の執行

【諸会費関係】

　　１　教育振興費の新設

質問
Ａ-１

１　いいえ（今の方がよい） 85 % ２　どちらでもよい 10 %

３　はい 　　※その理由を記入ください。

5 %

質問
Ａ-２

１　教材研究の時間 61 % ２　児童と過ごす時間 50 %

３　校務分掌担当業務の事務処理時間 72.222 % ４　評価等の時間 35 %

５　リラックスできる時間 50 %
　　（※会計事務があることによる“精神的負担の軽減”という意味です）

６　その他　　 0 % 10 %
　　　↓　記載のあった内容

　　※休み時間に教室を空ける回数が減らせる。

　　２　教材費・校外活動費の事務統一（書類様式・データ処理の統一）

質問
Ｂ-１

１　はい 90 % ２　どちらともいえない 0 % ３　いいえ 0 %

10 %
質問
Ｂ-２

１　はい 90 % ２　どちらともいえない 0 % ３　いいえ 0 %
10 %

質問
Ｂ-３

１　はい 90 % ２　どちらともいえない 5 % ３　いいえ 0 %
※１名　ものすごく、これが大きい。 5 %

質問
Ｂ-４

　　　↓　記載のあった内容
　　※すごく便利でありがたかった。　　※とてもスムーズにできた（まだ慣れていませんが･･･）

質問
Ｂ-５

１　はい 90 % ２　どちらともいえない 0 % ３　いいえ 0 %
5 %

質問
Ｂ-６

１　はい 90 % ２　どちらともいえない 0 % ３　いいえ 0 %
5 %

質問
Ｂ-７

会計担当者３名　回答率100％
１　いいえ 100 % ２　どちらともいえない 0 %

３　はい 　　　※それは、どういったところですか？ 0 %

　　３　その他　（現金集金を口座引落へ）

質問
Ｃ-1

１　４月下旬 ２　５月上旬 ３　５月中旬 ４　５月下旬
13 % 60 % 20 % 6 .7 %

質問
Ｃ-２

１　はい 90 % ２　どちらともいえない 0 % ３　いいえ 0 %
　　→記載のあった内容　　※年度初めの忙しいときに、大変助かりました。 →事項に続きます

　４月のこの会計事務（現金確認・入金・支払）は、昨年度までに比べ、負担軽減となりましたか？
（※【今年度転入は質問変更】　質問：この集金事務があったら大変だと感じますか？）

★無回答

　学級担任の校外活動費（宿泊学習・遠足）に係る事務処理時間は軽減されましたか？

★無回答

　会計担当者の方のみ回答ください。会計担当者として、負担感は強かったですか？

　昨年度まで担任が４月に集金袋で集金する形式であった、『PTA安全互助会』『日本ｽﾎﾟー ﾂ振興ｾﾝﾀｰ』の掛
金を、諸会費口座振替に変えました。

　この集金業務がなくなり、現金集金は（今年度最初に集金袋を児童へ配付したのは）、いつ頃でした
か？　　　学級担任回答１５件中１５件の割合

★無回答
　様式の統一により、
　担任は、検閲・ＰＴＡ監査の書類作成がスムーズにできましたか？
　教務・教頭・校長は、検閲業務をスムーズにできましたか？

★無回答

　次年度に向け、教材費に係る事務処理の要望（ｴｸｾﾙﾌｧｲﾙへの要望・教材費現金集金改善等）があ
れば、ご記入ください。

　　※入力するだけで計算してくれるので、ｴｸｾﾙﾌｧｲﾙはとても使いやすかった。ﾃﾞﾘｰﾄしてしまったときの対処に困ったことがあ

る。

　校外活動費（宿泊学習・遠足）の会計を低・中・高のブロックで行いました。
　このようなスタイルは良かったと思いますか？

　担任は、学級費の会計簿管理がなくなりました。
　その時間をどのような時間に変えることができましたか？（複数回答あり）

★無回答

ｴｸｾﾙﾌｧｲﾙに様式・会計簿・報告書等をまとめ、自動処理できるものを使用していただきました。

　教材費の会計事務は、昨年度までに比べ、事務処理時間は短縮されましたか？

★無回答

　『エクセルファイル』による処理は、便利でしたか？

平成２９年度　事務運営に関するアンケート　（結果）

学級費を教育振興費の費目に入れ、事務室で支払いを担当することになりました。

　担任が学級費をこれまで同様に、購入から支払・報告までの一切を管理するほうがよいですか？（今

年度は、購入の部分のみ担任）

★無回答

～ 平成２９年度 教育計画より ～

１ 基本方針

教育目標及び重点目標をもとに、校務運営機構に基づく学校事務を円滑に執り行い、学校運営に積極的に参画する。

◎ 児童及び教職員の諸活動に関する環境整備

◎ 効果的・効率的な教育予算の執行

◎ 教職員給与・服務に関する適切かつ迅速な事務

２ 重点目標

○ 年間指導計画に沿った市配当予算及び校内会計予算の執行

○ 適時でわかりやすい職員への給与等事務に関する情報提供

〇 教職員の事務負担軽減（児童との時間・教材研究の時間の確保）

【予算関係】

　　１　学校設備・学校配当予算

質問
Ａ-１

１　いいえ（満足） 65 % ２　どちらともいえない（ふつう） 25 %
↓　記載のあった内容 5 %

３　はい
5 %

質問
Ａ-２

１　はい（満足） 95 % 0 %
5 %

３　いいえ ↓　記載のあった内容
0 % 　　※理科の実験道具が足りなかったが、すぐに対応していただけた。

　　※大満足　　※すぐに対応してくれる

２　適時でわかりやすい職員への給与等事務に関する情報提供

【給与関係】

　　１　事務だより

質問
Ａ-１

80 % ２　あっても なくても　よい 20 %
　　→記載のあった内容　　※詳細な記載事項がありがたかった。

３　いらない 0 % ※ その主な理由に当てはまるものに〇をつけてください。

①　知りたい情報がない ②　読んでも分からない
③　読む時間がない ④　その他

質問
Ａ-２

１　いいえ 100 % ２　はい 0 %

３　教職員の事務負担軽減（児童との時間・教材研究の時間の確保）
　　１　事務運営

質問
Ａ-１

１　はい 100 % ２　どちらともいえない 0 % ３　いいえ 0 %
※うち１件　◎

質問
Ａ-２

１　はい 100 % ２　どちらともいえない 0 % ３　いいえ 0 %
※うち１件　◎

４　独自のコメント
↓　記載のあった内容
※　忘れ物の対応等、事務室の先生方にはとてもお世話になっています。ありがとうございます。

※　いつも、どんなことにも迅速に対応していただいている。ありがとうございます。

※　大変助かりました。お世話になりました。

※　先生方が事務負担敬遠になった分、酒井さんが大変だったのでは？　ご苦労様でした。

　学校事務職員の視点から、昨年度の課題を解決するための実践を行ってきました。特に、今年度は、学校目標の具現化のた
め、事務運営の領域において組織的なシステム構築を念頭に推進してきました。

　事務室の経営（業務）を、学級運営・学校運営において、積極的に関わっていると感じましたか？

　事務室の経営（業務）により、事務負担軽減になったと感じることはできましたか？

★無回答

　昨年度は給料明細支給時に、毎回事務だよりを発行してました。今年度は、特にお知らせが必要な場合にだけ事務だよりを
発行しました。

　事務だより　をどのように思いますか？

１　あったらよい

　給料等の支給内訳の説明を要する場合に、付箋等を付けていますが、
　給与事務等で、説明不足と感じたことはありますか？

　※次年度の改善に努めますので、ご意見や要望をお願いします。

　授業や特別活動（吹奏楽等）を行うなかで、備品や教材等が不足しているなどの不便を感じたことが
ありますか？

★無回答

　　※理科教材の管理は昨年度専科の教諭で行っていたため、今年度、理科を担当した際、どこに何があ

るのかわからず戸惑った。⇒理科主任・理科担当で把握に努める。

　市の予算で購入する物品等を事務室で購入する場合に、迅速に対応していると思いますか？

２　ふつう

アンケート結果の分析

アンケートの質問と結果

注 ） これはアンケート実施直後にまとめた分析内容で

ある。そのため、本研究に関係しない内容が含まれて

いる。

平成３０年１月に実施したアンケートは、

平成２９年度教育計画 「事務運営」で示した重

点目標の成果と課題を把握するために行った

ものである。

よって、本研究に直接関係しない質問（設問）

がある。
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資料５

改訂前「検収表」

 改訂前後の「検収表」と「検収表用」データ処理ファイルの特徴

資料３－③

　「検収表用」データ処理ファイル

ⅲ　「諸会費集金事務用」データ処理ファイル ≪現金集金対応≫

担　　当

平成 29 年度 学校名

5 月　　 № 1 1 鹿島区

基本
数

変動
  の

場合

日

曜日
納品時間 数量

納入時の

温度
異物 包装

給食

時間

給食時

温度
備　考 健康状態

397 1 ： 397 ℃ ： ℃ 年度 29 2017

月 ： 399 ℃ ： ℃ 月 5

： 399 ℃ ： ℃

： 399 ℃ ： ℃

： ℃ ： ℃

： ℃ ： ℃

397 2 ： 397 ℃ ： ℃

火 ： 399 ℃ ： ℃

： 399 ℃ ： ℃

： 399 ℃ ： ℃

： 399 ℃ ： ℃

399 ℃ ： ℃

3 ： ℃ ： ℃

水 ： ℃ ： ℃

： ℃ ： ℃

： ℃ ： ℃

： ℃ ： ℃

℃ ： ℃

月合計食数

6371

学校入力

鹿島小学校 鹿島小学校

≪鹿島区≫

399

かしわもち

399

学校入力

品名

牛乳

麦ごはん

チキンカレー

ﾌﾙｰﾂﾎﾟﾝﾁ

検　収　票 校　　長 教　　頭

牛乳

たけのこご飯

赤魚のたつた揚げ

キャベツのからしあえ

わかめのみそ汁

作業 １ 市教委から送付された検収票の日時・品名のみをコピーする。

作業 ２ 年度・月の部分を該当年月にする。

作業 ３ 給食ｾﾝﾀｰに報告した人員報告書の人数を、基本数・変動数に入力する。

色のあるセルで！

①学校では、主食が学校納品であるか、

給食センター納品であるかを把握できる。

※例１日麦ごはん･･･学校

２日たけのこご飯･･･給食センター

②栄養士は、「ポークカレーライス」という献立の場合、 ごはん /
ポークカレー と二段に分け、受給校が検収する時のことを考慮した

記入をしている。

栄養士が入力するセル

以下に続き、ひと月、約４ページになる。→課題の解決

学校の担当者が

入力するセル

①黄色のセルにその日の発注食数を入れる。

②青色のセルには、欠食（アレルギー等）があった品名にのみ、減数したその日の発注食数を入れる。

青色のセ

ルの数が

優先され、

検収数量

が打ち出

される。

入力画面は、１シートのみ！

協同による作成

【受給校の悩み】 → ひと月分が２枚に分かれていることによる課題

①「献立表」からの転記が大変。２枚目は２品しか書けないが、それを超える時はどうするのか。

②業者・給食センターからの検収（受取）時に、記入する行や欄を探さなければならず、時間や温度を記入する欄を間違

えることが度々ある。

保護者

配付

納入

配付

５月
不能者

６月
不能者

７月
不能者

８月
不能者

９月
不能者

１０月
不能者

１１月
不能者

１２月
不能者

１月
不能者

２月
不能者

前納
者

No. No. No. No. No. No. No. No. No. No. No. 未納者No. No. 学年組番 児童氏名 保護者氏名 金額 ﾁｪｯｸ欄

1 2 1 2 な232 鹿島　２子 鹿島　男2 8,030

2 21 2 21 1103 鹿島　２１子 鹿島　男21 8,030

3 25 3 25 1107 鹿島　２５子 鹿島　男25 7,420

4 26 4 26 1108 鹿島　２６子 鹿島　男26 970

5 36 5 36 1118 鹿島　３６子 鹿島　男36 7,420

6 39 6 39 1121 鹿島　３９子 鹿島　男39 8,030

7 42 7 42 1124 鹿島　４２子 鹿島　男42 8,030

8 43 8 43 1125 鹿島　４３子 鹿島　男43 8,030

9 56 9 56 1213 鹿島　５６子 鹿島　男56 7,420

10 87 10 87 2119 鹿島　８７子 鹿島　男87 970

11 105 11 105 2216 鹿島　１０５子 鹿島　男105 8,030

12 111 12 111 2301 鹿島　１１１子 鹿島　男111 1,580

13 115 13 115 2305 鹿島　１１５子 鹿島　男115 970

14 126 14 126 2316 鹿島　１２６子 鹿島　男126 7,420

引落不能者 集金袋作成表　及び　チェック表

集金袋
印刷用

NO.

５月不能者

引落不能者 　納入チェック表

239,640

現金集金者台帳が

出来あがる！

① 塗りつぶしのセルに、集金

月の未納者のNO.を入力する。

② 今回処理したい月を指定す

ると、対象者が出力される。封筒「表面」に

「納入依頼」を

印刷する。
赤い部分を確認し、黄色

の部分に同じ内容を入れる

と誤りがなく、封筒「裏面」

に「領収書（控）」と「領収

書」が印刷できる。

朱線で

カット

保護者
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審査の観点及び審査総評

【審査の観点】

(1) 研究の意図が明確で、主題が適切なものであるか。

(2) 研究の対象が明確であるか。

(3) 研究の計画及び内容が適切であるか。

(4) 論旨が一貫しており、説得力があるか。

(5) 必要な資料が精選され、整えられているか。

(6) 結論の導き方は適切であるか。

(7) 今後の実践に生かす手だてを講じているか。

【総 評】

震災後、最も多い応募数となっており、教職員の方々の熱心な取組に敬意を表

したい。多忙化解消が求められる中、教育の効果等についてまとめている学校や

先生方が多く見られることは、大変意義深いことである。養護教諭、事務職員、

特別支援学校、県立高等学校など幅広い学校種、職種からの応募があり、多面的

に研究を捉え、連携しながら進めようとしていることがうかがえる研究が見られ

た。専門的な視点から学校教育全体における効果を検証した取組も多く、今後さ

らなる発展が期待できる。

新学習指導要領の改訂の趣旨を生かそうとする各校の積極的な取組が見られ、

これからの県内の教育の発展において非常に心強い。今後は、学習指導要領の改

訂により、新たな考えや言葉が散見するからこそ、その意味を共通理解する機会

を設け、一人一人の教員が理解を深めていくことが重要である。また、手立ての

抽象度が高かったり、具体性に乏しかったりと、検証が難しくなっている研究も

見られたため、研究全体を見通し、どのように具体性を持った検証としていくの

かまで考えることも必要である。

今年度から論文の形式が変わったからこそ、主題、副主題、仮説までの流れに

ついて、読み手を意識しながら研究を進めることが重要である。教育研究の成果

は、アンケートで見て行くことも可能であるが、教師の日々の子どもの見取りの

積み重ねが何よりの根拠となる。今後はそのような視点でも研究を進めていくこ

とが必要である。
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１ 点

２

教育事務所別（１次審査通過論文数）

学校種別（１次審査通過論文数）

各教科、領域等及び教育事務所別内訳

1学校事務 1 1

計

30

30

計

幼稚園

0

小学校

28

中学校

0

高等学校

1

3

南会津

5

相双

2

いわき

6

県中

6

特別支援学校

県北

1 30 6

0

0

5 2 306 6

0

0

1

1

2 3

1

合　　計 28 1

少人数教育

図書館教育

1

6 2 1

2

学習指導
一般

6

0

1

0

学校保健 2 1

1 1 6

学級経営

食育・
学校給食

1 2

1 1

0

特別支援

1 33

2

0

1

0

1

生徒指導

0

教育課程

0

0

特別活動

0

0

道徳

0

1 1 1

外国語活動
英語

1

0

体育

0

0技術・家庭

0
図画工作
美術

0

1 31

1音楽 1

3 1生活・総合 3

1 1

1 21

1 1 41 1理科 4

2算数・数学 2

4

1

1 42

1 2

計 県北幼稚園 小学校 中学校 高等学校

社会 2

4 1国語 4

2

平成３０年度福島県教職員研究論文　応募状況

１次審査通過論文数 ３０

内　訳

（総論文数　３６点）

会津 南会津 相双 いわき 計県中 県南

県南

2

会津

（１）

（２）

（３）

6

1

自然の家

0

特別支援
学校

自然の家
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領域等
個人
団体

学校名・グループ名 氏名・代表者名 研究主題名

団体 伊達市立保原小学校 佐々木義通
人とかかわりながら課題を解決できる子どもの育成
～『学び合い』を基盤とした「保原小学校の学び合い」へ～　第2期　第3次

グループ
桑折町立醸芳小学校
現職教育委員会

黒澤　和美
主体的・対話的で深く学ぶ児童の育成
―教科担任制・『授業スタンダード』の活用と子どもが深く学ぶ姿の見取り―

団体 郡山市立芳山小学校 吉川　和夫
ともに支え合い高まり合う学びの創造
～学びを　あじわう～

団体 塙町立塙小学校 西牧　武美
自分の考えをもち、ともにかかわり合い、高め合う児童の育成
～「授業スタンダード」を活用した授業実践を通して～

団体 鮫川村立鮫川小学校 藤田　　篤
考え、伝え合う児童の育成
～国語科と算数科の授業改善から～

個人 喜多方市立塩川小学校 五ノ井達也
小学校理科・算数科における主体的・対話的で深い学びの考察
～6学年理科教科担任指導　5・6学年算数Ｔ・Ｔ指導の実践を通して～

団体 只見町立朝日小学校 小林　義弘
つながりの中で只見愛を育みながら、学び続ける子どもの育成を目指して
～児童の主体的な学びを支えるために「みとり」の力を磨いて～

個人 二本松市立石井小学校 村松　直子 対話的な学びを通して、読みを深める授業づくり

個人 中島村立滑津小学校 前林　伸也
〈深い学び〉をもたらすコーディネートの在り方
～全国学力・学習状況調査（国語科）の分析の活用を通して～

個人 白河市立みさか小学校 伊東　恭一
国語科「読むこと」の資質・能力を系統的に育てる指導の工夫
～第5学年説明的な文章の指導における「身に付けたい力シート」の活用を通し
て～

団体 只見町立只見小学校 吉野　　徹
自らの読みを論理的に表現し合い、的確に読む力を育む授業についての研究
～集団思考の場における交流の充実を通して～

個人 伊達市立梁川小学校 川村　国央
「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指す社会科の授業づくり
―小学校社会科（高学年）における実践を通して―

個人 南会津町立桧沢小学校 本田　政史
学習意欲を高め興味をもって楽しく取り組む地域学習
～日本を旅する授業開始5分の実践～

団体 棚倉町立棚倉小学校 荒川　文雄
なりたい自分になるために学び続ける児童の育成
～キャリア教育とインクルーシブ教育の視点からの算数指導を通して～

個人 白河市立みさか小学校 渡部　一嵩
算数を愉しみながら「数学的な見方・考え方」を拡げていく児童の育成
～「ずれ」を生起させる教師の手立てに着目して～

団体 喜多方市立塩川小学校 佐藤　寅記
活用力を育み高める算数科の授業の創造
～対話的な学びを通して～

団体 田村市立滝根小学校 安瀬　一正
自ら自然にはたらきかけ、ともに学び続ける理科学習
―問題解決の力を育てる学びの連続する単元構成の工夫―

個人 中島村立滑津小学校 金澤　重之
科学的思考力・表現力を育むための指導の在り方
～授業スタンダードの活用を通して～

個人 新地町立新地小学校 今野　昌樹
ＩＣＴ機器の効果的な活用を通して、科学する児童を育てる理科指導はどうあれ
ばよいか。

個人 いわき市立鹿島小学校 菅野　智弥
自然の不思議さに気づき、科学的な見方や考え方を働かせ、思考力、判断力、
表現力等を高め合える子どもの育成

平成30年度福島県教職員研究論文　応募者一覧

国語

社会

算数・数学

理科

学習指導
一般
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個人 川俣町立福田小学校 樽井奈緒子
ふるさとの人を生かした総合的な学習の時間における探究的な学び
～「川俣町キッズＰＲ大作戦」の取り組みから～

団体 浅川町立里白石小学校 古川　久枝
地域を愛し、自ら考え主体的に学び合う児童の育成
～地域を学ぶ総合的な学習の時間における探究的な学習とカリキュラム・マネ
ジメントを通して～

個人 南相馬市立原町第三小学校 遠藤　寛之
児童の思いを「核」とした総合的な学習の時間の研究
―主体的・協働的な学びと深い学びを実現するための実践を通して―

個人 福島市立吉井田小学校 守谷　千晶
音楽と紡ぎ合う児童の育成
～他者と協働する音楽学習を通して～

個人 白河市立東中学校 松本　知華
中学校音楽科における主体的・創造的に活動させるための授業改善及び教材
の工夫

体育 個人 南相馬市立鳩原小学校 小柳　　竣
子どもの運動意欲を引き出す体育授業の実践
～2年間を見通した計画に基づく、運動の楽しさ・喜びを感じる実践を通して～

外国語活動
英語 個人 白河市立みさか小学校 荒井　　智

小学校外国語科の評価の在り方
～教科化を見据えた主観的評価と客観的評価について～

道徳 個人 白河市立白河第三小学校 岡田　征之
子どもが主体的に学習に取り組み、自己の生き方について深く考え議論する道
徳科の授業

個人 矢吹町立矢吹小学校 石川　隆朗
信頼感のある学級をめざして
～担任と児童、児童と児童、担任と保護者　３つの信頼関係に着目して～

個人 いわき市立川部小学校 武田　涼子
児童のよさを伸ばす学級経営
～児童理解と道徳科授業を通して～

個人 郡山市立芳賀小学校 大原　太一
在籍学級の担任、保護者と連携・協働による通級指導教室の運営システムのあ
り方
～『芳賀っ子ゼミ』通級スタンダードの構築を通して～

グループ
福島県立聴覚支援学校
研究グループ

石垣　太郎
聴覚障がい児教育における視覚情報を有効に活用した教育実践
～音声情報をリアルタイムに文字情報で提示した言葉の学びの授業実践～

個人 福島県立湖南高等学校 佐藤　ふみ
よりよい人生を歩むための人間関係の構築を目指して
～自己理解を深め豊かなコミュニケーションがとれる生徒を育てる取組み～

個人 中島村立滑津小学校 黒羽　　葵
子ども一人一人の健康の維持・向上に向けて
～体組成計による身体測定の意義と養護教諭が行う保健指導への視点から考
えること～

個人 南相馬市立高平小学校 福井　絵里
自己の健康を保持増進できる児童の育成
～「学校における肥満対応ガイドライン」を活用した肥満予防・解消へ向けた実
践～

学校事務 個人 南相馬市立鹿島小学校 酒井　香理
「子どもと向き合う時間」を創出する学校運営事務をめざして
～学校事務職員の専門性とスキルを生かし「組織改廃力」を高める多職種間連
携をとおして～

生活・総合

音楽

特別支援
教育

学校保健

学級経営
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お わ り に

『福島県教職員特選研究論文集』は、県内の教職員の優れた教育実践を広く

普及するために発刊しており、今回が第２５集の発刊となりました。

今年度は論文の「形式」や「提出方法」の変更を行いましたが、小学校、

中学校、高等学校、特別支援学校から３６点の応募がありました。改めて、

先生方の教育に対する熱意と意欲に敬意を表しているところです。

本年度は、教科の学習指導方法の工夫・改善に関する研究論文の他、特別

の教科道徳、総合的な学習の時間、学級経営、学校保健、学校事務、特別支

援教育と幅広い分野からの応募がありました。

どの論文も児童生徒や地域の実態、現代的な教育的課題を踏まえての実践

的な研究がなされ、児童生徒、さらには学校全体のよりよい変容を目指した、

具体的な手立てが随所に見られました。

福島県教育委員会が策定した「頑張る学校応援プラン」では、本県教育の

課題として、教員同士が学び合う文化が醸成されていないことを挙げ、この

課題解決に向け、「教員の指導力、学校のチーム力の最大化」を教育施策の一

つに掲げ取組を進めているところですが、応募いただいた団体・グループ・

個人の皆様の真摯かつ意欲的な姿勢は、まさに今、福島県が求めているモデ

ル像といえるものです。

この『福島県教職員特選研究論文集』は、県のホームページにも掲載し、

研究の成果が広く各学校や教育機関等において活用されるよう広報にも努め

て参ります。

最後になりますが、教職員一人一人が、今後も、教育に関わる専門家とし

て、その指導力に磨きをかけていただくことをお願いするとともに、児童生

徒の夢や希望の実現に向け、次年度も本研究論文に幅広い領域・校種から、

積極的に御応募くださいますようお願い申し上げます。

平成３０年度福島県教職員特選研究論文集

平成３１年２月発行

編集・発行 福島県教育委員会
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